
今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts 224６101222

　

高
校
生
議
会

　

市
政
へ
の
参
画
意
識
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
高
校
生
議
会

２
０
１
１
」が
８
月
21
日（
日
）、市
議
会
議

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

中
村
青
年
会
議
所
が
中
村
高
校
、
中
村

高
校
西
土
佐
分
校
、幡
多
農
高
、大
方
高
校

の
４
校
に
呼
び
か
け
初
め
て
企
画
し
た
も

の
で
、観
光
、教
育
、ま
ち
づ
く
り
、文
化
の

４
つ
の
委
員
会
に
分
か
れ
６
月
か
ら
議
論

を
重
ね
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
15
人
の
高
校
生
議
員
が
出

席
。
市
執
行
部
へ
の
質
問
や
政
策
提
言
を

行
う
な
ど
本
番
さ
な
が
ら
に
緊
張
感
の
あ

る
や
り
と
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

非
核
平
和
都
市
宣
言 

記
念
碑
設
置

市
職
員
採
用
資
格
試
験
案
内
　
　
　

S
H
I
M
A
N
T
O
高
校
生
議
会

住
宅
耐
震
化
補
助
の
追
加
募
集

特
集：

み
ん
な
で
育
て
よ
う
新
し
い
特
産
品 

下

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
門
前
町
秋
祭
り

第
７
回 

四
万
十
市
文
化
祭
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臨床工学技士

技術職(土木)

看護師

昭和57年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた人

昭和57年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた人

昭和57年4月2日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人
又は平成24年3月31日までに資格取得見込みの人

昭和52年4月2日以降に生まれた人で、看護師の免許を有する人
又は平成24年4月30日までに免許取得見込みの人

昭和52年4月2日以降に生まれた人で、臨床工学技士の免許を有する人

昭和57年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた人で、次のすべての要件を満たす人
(1) 身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
(2) 自力による通勤が可能で、介護人なしで通常業務遂行が可能な人
(3) 活字印刷文による出題及び口頭による試験（面接）に対応が可能な人

日　時　10月16日（日）　午前8時40分集合（時間厳守）
会　場　中村中学校（中村東町２丁目１－30）

9月5日（月）～22日（木）(土、日、祝日を除く。郵送の場合は、9月22日までの消印のあるもの）

※なお、郵送による請求の場合は、封筒の表に「受験申込用紙請求」と「受験希望職種名」とを朱書し、宛先を明記した
　返信用封筒（Ａ4サイズの角2封筒に120円切手貼付のこと）を同封して総務課人事係まで請求してください。

(本庁）総務課 人事係
住　所：〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10番地
☎（34）1803または（34）1111（内線 2322、2323、2324、2325）
※Ｅメールでのお問い合わせについてはお答えできませんのでご注意ください。

①市役所本庁１階総合案内（土、日、祝日は庁舎北側守衛室）　②西土佐総合支所地域企画課(土、日、祝日は宿直室）
③市公式ホームページからもダウンロードできます

四
万
十
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

私
た
ち
の
願
い
は

全
世
界
が
平
和
で
あ
る
こ
と

す
べ
て
の
ひ
と
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と

私
た
ち
は

こ
の
地
球
上
か
ら
な
く
し
た
い

憎
し
み
を
生
む
暴
力
を

命
を
奪
う
戦
争
を

す
べ
て
を
破
壊
す
る
核
兵
器
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
悲
惨
な
歴
史

私
た
ち
は
誓
う

核
の
な
い
平
和
な
未
来

四
万
十
市
民
は
こ
の
思
い
を
世
界
に
訴
え

非
核
平
和
都
市
を
宣
言
す
る

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日

　

四
万
十
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
は
、
８
名
の
市
民

委
員
か
ら
な
る
検
討
委
員
会
で
の
草
案
作
成
を
経

て
、平
成
22
年
９
月
24
日
、市
議
会
で
議
決
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
宣
言
文
の
理
念
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、後
世
に
継
承
す
る
た
め
、終

戦
記
念
日
の
8
月
15
日
に
あ
わ
せ
、
市
役
所
駐
車
場

東
側
に
記
念
碑
を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、併
せ
て
8

月
の
１
ヶ
月
の
間
、懸
垂
幕
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、「
宣
言
」の
趣
旨
に
沿
い
、核

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

四
万
十
市

非
核
平
和
都
市
宣
言

記
念
碑
設
置

四
万
十
市

非
核
平
和
都
市
宣
言

記
念
碑
設
置

四
万
十
市

非
核
平
和
都
市
宣
言

記
念
碑
設
置

■幡多中央消防組合職員採用資格試験については5ページをご覧ください。

四万十市職員採用資格試験案内(平成24年度採用)
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7
月
16
日
〜
8
月
15
日

７
月
19
日
　

台
風
６
号
災
害
対
策
本
部
会
議

　
　

22
日
　

下
田
ふ
れ
あ
い
談
話
室

　
　
　
　
　

市
議
会
総
務
委
員
会

　
　

25
日
　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
臨
時
議
会

　
　
　
　
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
運
営
協

　
　
　
　
　

議
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　

商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
と
の
懇
談
会

　
　

26
日
　

国
道
4
4
1
号
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
国

　
　
　
　
　

交
省
四
国
地
整
要
望（
高
松
市
）

　
　

27
日
　

国
道
4
3
9
号
杓
子
バ
イ
パ
ス
整
備
促
進

　
　
　
　
　

期
成
同
盟
会
総
会

　
　

28
日
　

臨
時
議
会

　
　

29
日
　

高
知
県
国
保
連
合
会
総
会（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

N
H
K
高
知
放
送
局
訪
問（
同
）

　
　

31
日
　

幡
多
三
市
一
町
一
村
区
長
会
県
知
事
要
望

８
月
１
日
　

国
道
4
4
1
号
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
、

　
　
　
　
　

四
国
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
、
国
交
省
・
国

　
　
　
　
　

会
要
望
〜
　

２
日
（
東
京
）

　
　

２
日
　

千
葉
県
我
孫
子
市
教
育
長
訪
問

　
　

３
日
　

国
道
3
2
1
号
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総

　
　
　
　
　

会
（
土
佐
清
水
市
）

　
　

４
日
　

和
歌
山
県
新
宮
市
視
察
対
応

　
　

５
日
　

幡
多
中
央
消
防
組
合
臨
時
議
会

　
　
　
　
　

市
民
大
学
開
校

　
　

６
日
　

市
民
祭

　
　

８
日
　

産
業
振
興
計
画
意
見
交
換
会

　
　

10
日
　

幡
多
地
区
人
権
教
育
５
者
合
同
研
修
会

　
　

11
日
　

兵
庫
県
加
東
市
議
会
議
員
視
察
対
応

　
　

12
日
　

東
中
筋
小
学
校
P
T
A
、学
童
保
育
運
営
委

　
　
　
　
　

員
会
要
望
受

　
　

13
日
　

四
万
十
市
母
親
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

幡
多
高
校
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
焼
津
平
和
賞
受

　
　
　
　
　

賞
を
祝
う
会
　
　
　
　

　
　

15
日
　

大
文
字
の
送
り
火

　

静
岡
県
焼
津
市
と
い
え
ば
マ
グ
ロ
の
ま
ち
。

焼
津
漁
港
は
マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
日
本
一
で
す
。

　

そ
の
マ
グ
ロ
の
ま
ち
が
、
昨
年
、
焼
津
平
和

賞
を
創
設
し
ま
し
た
。核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

平
和
運
動
と
、恒
久
平
和
の
実
現
の
た
め
の
運

動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
、国
内
外
の
個

人
・
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

な
ぜ
焼
津
な
の
か
。１
９
５
４（
昭
和
29
）年

３
月
、
ア
メ
リ
カ
は
、
南
太
平
洋
マ
ー
シ
ャ
ル

群
島
ビ
キ
ニ
環
礁
で
世
界
初
の
水
爆
実
験
を

行
な
い
ま
し
た
。付
近
で
は
多
く
の
日
本
漁
船

が
マ
グ
ロ
漁
を
し
て
い
て
被
曝
。焼
津
を
母
港

と
す
る
第
五
福
竜
丸
も
そ
の
一
つ
。寄
港
後
ま

も
な
く
無
線
長
の
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

ヒ
ロ
シ
マ
、ナ
ガ
サ
キ
の
悲
劇
か
ら
10
年
も

た
っ
て
い
な
い
の
に
、ま
た
も
核
兵
器
に
よ
る

犠
牲
者
が
出
た
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
、
大
問

題
に
な
り
、焼
津
は
い
ま
に
続
く
原
水
爆
禁
止

運
動
の
出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
そ
の
後
も
核
実
験
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。（
４
年
間
で
67
回
）
当
時
、
第
五
福

竜
丸
だ
け
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、同

時
期
に
被
曝
し
た
日
本
漁
船
は
全
国
で
延
９

９
７
隻
い
て
、う
ち
延
２
７
０
隻
が
高
知
県
の

船
で
し
た
。
室
戸
、
土
佐
清
水
な
ど
の
出
身
者
、

約
２
３
０
０
人
が
被
災
し
た
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
も
子
供
の
こ
ろ
、
放
射
能
に
か
か
る

の
で
雨
に
濡
れ
た
ら
い
か
ん
と
、お
こ
ら
れ
た

こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
　

　

こ
う
し
た
事
実
は
、最
近
に
な
っ
て
わ
か
っ

た
こ
と
で
す
。幡
多
の
高
校
生
た
ち
の
地
道
な

調
査
活
動
に
よ
っ
て
。

　

幡
多
高
校
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
幡
多
ゼ
ミ
）
が

結
成
さ
れ
た
の
は
１
９
８
３
年
。幡
多
地
域
８

校
の
高
校
生
が「
足
も
と
か
ら
平
和
と
青
春
の

生
き
方
を
見
つ
め
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、

地
域
調
査
を
す
る
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
と
し

て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。地
域
の
人
々
と
の
出

会
い
を
大
切
に
、地
域
に
埋
も
れ
た
歴
史
の
発

掘
に
挑
み
ま
し
た
。

　

幡
多
ゼ
ミ
に
よ
る
ビ
キ
ニ
被
災
船
追
跡
調

査
は
、高
知
県
内
で
の
当
時
の
漁
船
員
や
家
族
、

関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
だ
け
で
な
く
、静
岡
、

東
京
、広
島
、長
崎
、沖
縄
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。

焼
津
で
は
、
久
保
山
さ
ん
の
夫
人
に
会
い
、
東

京
で
は
、夢
の
島
の
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
第
五
福
竜
丸
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
模
様
は
、女
優
吉
永
小
百
合
さ
ん
の

協
力（
ナ
レ
ー
タ
ー
）も
あ
っ
て
、ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画「
ビ
キ
ニ
の
海
は
忘
れ
な
い
」（
１

９
９
０
年
）
と
し
て
、
全
国
に
紹
介
を
さ
れ
ま

し
た
。調
査
は
い
ま
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

幡
多
ゼ
ミ
は
、
ほ
か
に
も
韓
国
・
朝
鮮
人
問

題
追
跡
調
査（
津
賀
ダ
ム
、大
月
町
特
攻
基
地
）

を
契
機
と
し
て
、韓
国（
釜
山
）高
校
生
た
ち
と
、

隔
年
ご
と
に
訪
韓
、受
け
入
れ
の
相
互
交
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
こ
の
活
動
も
映
画
「
渡
り

川
」に
な
り
ま
し
た
）

　

地
域
の
歴
史
を
調
査
し
、学
び
な
が
ら
平
和

問
題
を
考
え
る
。こ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
認

め
ら
れ
、
幡
多
ゼ
ミ
は
本
年
５
月
、
第
２
回
焼

津
平
和
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。

　

８
月
13
日
、
受
賞
報
告
・
祝
賀
会
が
お
盆
で

里
帰
り
し
て
い
る
Ｏ
Ｂ
た
ち
を
交
え
、中
村
で

開
か
れ
、私
も
招
か
れ
ま
し
た
。（
Ｏ
Ｂ
の
数
は

３
０
０
人
を
超
え
ま
す
）

　

審
査
委
員
会
（
委
員
長
・
佐
藤
博
明
元
静
岡

大
学
学
長
）
を
代
表
し
て
、
財
団
法
人
長
崎
平

和
推
進
協
会
横
瀬
昭
幸
理
事
長
（
医
師
）
が
み

え
、
祝
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
清
水
泰
焼
津
市
長

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
に
発
生
し
た
福
島
の
原
子
力
発

電
所
事
故
で
日
本
中
が
不
安
と
動
揺
の
渦
中

に
あ
る
い
ま
、幡
多
ゼ
ミ
が
焼
津
平
和
賞
を
受

賞
し
た
意
義
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、放
射
能
に
よ
る
被
曝
と
い
う
点

で
は
、フ
ク
シ
マ
も
、ビ
キ
ニ
も
、ま
た
ヒ
ロ
シ

マ
、ナ
ガ
サ
キ
も
問
題
の
本
質
は
同
じ
だ
か
ら

で
す
。原
子
力
技
術
開
発
と
核
兵
器
の
開
発
研

究
は
表
裏
一
体
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
。

　

世
界
人
類
の
恒
久
平
和
の
た
め
に
核
兵
器

の
廃
絶
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、わ
れ
わ

れ
の
安
心
で
健
康
な
暮
ら
し
や
生
活
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
は
、原
子
力
に
依
存
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
か
ら
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

幡
多
ゼ
ミ
の
高
校
生
た
ち
が
、今
回
そ
の
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

幡
多
高
校
生
ゼ
ミ

焼
津
平
和
賞
受
賞

日 

誌

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室
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成
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年
9
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次
代
を
担
う
若
い
世
代
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
政
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
高
校
生
議
会
２
０
１
１
」が
８
月
21
日（
日
）、市
議
会

議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

中
村
青
年
会
議
所
が
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
、
中
村
高
校
、
中
村
高
校
西
土
佐
分
校
、
幡

多
農
高
、大
方
高
校
の
４
校
の
高
校
生
議
員
15
人
が
参
加
。

報
道
機
関
や
多
く
の
傍
聴
者
が
見
守
る
中
、高
校
生
た
ち
は
、自
分
の
名
前
が
書
か
れ
た
議

員
席
に
座
り
、緊
張
の
面
持
ち
で
開
会
を
待
ち
ま
し
た
。

開
会
予
定
時
刻
が
近
づ
く
と
、田
中
市
長
を
は
じ
め
執
行
部
が
次
々
に
着
席
。そ
し
て
午
後

２
時
、い
よ
い
よ
本
会
議
の
開
会
で
す
。

議
長
に
選
出
さ
れ
た
の
は
中
村
高
校
の
伊
勢
脇
菜
朝
さ
ん
。
議
長
の
呼
び
か
け
で
東
日
本

大
震
災
の
犠
牲
者
の
方
々
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
あ
と
、議
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

質
問
に
は
、
各
委
員
会
の
代
表
者
４
人
が

次
々
と
登
壇
。「
観
光
客
を
増
や
す
た
め
の
市
の

イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
方
法
や
そ
の
効
果
」「
地
元
の

踊
り
な
ど
文
化
継
承
に
対
す
る
支
援
」
な
ど
の

質
問
に
対
し
て
、
市
長
、
教
育
長
、
担
当
課
長
ら

は
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

現
状
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
加
え
な
が
ら
て

い
ね
い
に
答
弁
し
ま
し
た
。

答
弁
を
受
け
た
あ
と
は
、
各
委
員
会
の
別
の

代
表
者
か
ら
「
閑
散
期
に
お
け
る
四
万
十
川
ウ

ル
ト
ラ
駅
伝
の
開
催
」
な
ど
具
体
的
な
提
言
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
田
中
市
長
は
、「
い
た
だ
い
た

ご
提
言
な
ど
は
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と
し

た
い
」
と
延
べ
、
高
校
生
議
員
に
対
し
「
は
じ
め

て
の
議
場
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
緊
張
感
も
あ
っ

た
か
と
思
う
が
、
今
日
の
経
験
を
今
後
の
人
生

に
生
か
し
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
（
日
）
、
幡
多
地
域
の
５
市
町
村

（
四
万
十
市
、宿
毛
市
、土
佐
清
水
市
、大
月
町
、

三
原
村
）
で
組
織
す
る
、
幡
多
三
市
一
町
一
村

区
長
会
連
絡
協
議
会
の
知
事
へ
の
要
望
が
本

庁
舎
３
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
は
尾
﨑
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
県
の

各
部
局
、
幡
多
地
域
選
出
の
県
議
会
議
員
、５

市
町
村
の
区
長
、当
市
か
ら
は
市
長
、議
長
、副

議
長
が
出
席
し
、要
望
事
項
な
ど
を
知
事
へ
直

接
要
望
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、地
震
津
波
対
策

や
有
害
鳥
獣
対
策
、医
師
確
保
対
策
な
ど
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
、活
発
な
議
論
と
な
り
ま
し

た
。

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
高
校
生
議
会
２
０
１
１

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
高
校
生
議
会
２
０
１
１

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
高
校
生
議
会
２
０
１
１

幡
多
三
市
一
町
一
村
区
長
会
連
絡
協
議
会

「
知
事
へ
の
要
望
及
び
交
歓
会
」

幡
多
三
市
一
町
一
村
区
長
会
連
絡
協
議
会

「
知
事
へ
の
要
望
及
び
交
歓
会
」

幡
多
三
市
一
町
一
村
区
長
会
連
絡
協
議
会

「
知
事
へ
の
要
望
及
び
交
歓
会
」

閉会後の記念撮影

　

平
成
23
年
春
の
叙
勲
等
に
つ
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
そ
の

決
定
が
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
６

月
中
旬
に
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
、
４
月

29
日
付
け
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
四
万

十
市
か
ら
は
３
名
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

平
成
23
年 

春
の
叙
勲

　

瑞
宝
双
光
章

　

長
年
に
わ
た
っ
て
四
万
十
市
消
防
団

西
土
佐
方
面
隊
長
を
努
め
ら
れ
、
地
域

防
災
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

23

　

長
年
に
わ
た
っ
て
電
力
会
社
に
在
職

さ
れ
、
電
気
施
設
保
全
業
務
に
お
い
て

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

16

　

長
年
に
わ
た
っ
て
幡
多
中
央
消
防
組

合
消
防
監
を
努
め
ら
れ
、
地
域
防
災
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

平
成
23
年
9
月
号
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市
長
訪
問
懇
談
会
は
、市
長
が
地
域
の
団
体
、サ
ー
ク

ル
の
活
動
の
場
を
訪
問
し
、
活
動
の
見
学
や
市
民
の
皆

さ
ん
と
じ
か
に
語
り
合
い
、「
対
話
と
協
調
」
の
場
と
す

る
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

下
田
地
区
ふ
れ
あ
い
談
話
室「
す
み
れ
会
」

７
月
22
日
（
金
）
、
下
田
集

会
所
で
行
わ
れ
た
「
下
田
地

区
ふ
れ
あ
い
談
話
室
」
に
市

長
、参
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

最
初
に
市
長
か
ら
市
の
主

要
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
た
あ
と
、
ふ
れ

あ
い
談
話
室
の
充
実
や
地

震
、
津
波
対
策
に
つ
い
て
意

見
や
要
望
が
出
さ
れ
懇
談
を

し
ま
し
た
。

四
万
十
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

７
月
25
日
（
月
）
、「
季
節
料
理
た
に
ぐ
ち
」
で
行
わ
れ

た
四
万
十
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
主
催
の
意
見
交

換
会
に
市
長
、副
市
長
、商
工
課
職
員
５
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

市
長
か
ら
商
工
業
振
興
や
商
店
街
活
性
化
の
た
め
の

市
の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
あ
と
、
連
合
会
の
皆
さ
ん

か
ら
、
中
心
市
街
地
へ
の
集

客
施
設
の
整
備
、
買
い
物
客

等
の
駐
車
場
対
策
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
向
け
た
ご
提

案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

手
話
サ
ー
ク
ル「
わ
か
あ
ゆ
」

　

８
月
25
日(

木)

、手
話
サ
ー
ク
ル「
わ
か
あ
ゆ
」が
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
行
っ
て
い
る
勉
強
会
に
市
長
、

参
事
、福
祉
事
務
所
職
員
２
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

聴
覚
障
害
者
の
方
か
ら
じ

か
に
、「
窓
口
担
当
職
員
へ
の

手
話
の
普
及
」
や
「
災
害
情
報

の
伝
達
方
法
」な
ど
日
常
お
困

り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
ご

不
安
な
ど
を
お
聴
き
し
な
が

ら
和
や
か
な
中
に
も
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
す

る
た
め
、で
き
る
限
り
市
長
が
出
か
け
て
行
き
ま
す
。

　

ご
希
望
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
庁
）企
画
広
報
課 

秘
書
広
報
室 

広
報
公
聴
係

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
８
１
０

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
５
）０
０
０
７

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
懇
談

市
長
訪
問
懇
談
会

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
懇
談

市
長
訪
問
懇
談
会

2名程度消 防 職
昭和59年4月2日～平成6年4月1日までに生まれた人
採用後は、幡多中央消防組合管内に居住し、通勤可能な人

日　時　10月16日（日）午前８時40分集合（時間厳守）
会　場　中村中学校（中村東町２丁目１－30）

9月5日（月）～22日（木）
受付時間：8時30分から17時15分（土、日、祝日を除く）

※なお、郵送による申込書請求の場合は、封筒の表に「受験申込用紙請求」と朱書し、宛先を明記した返信用封筒（Ａ４
　サイズの角２封筒に120円切手貼付のこと）を同封して幡多中央消防組合消防本部総務課総務係まで請求してく
　ださい。幡多中央消防組合公式ホームページ（http://hata-ffa.jp/）からダウンロードすることもできます。

幡多中央消防組合消防本部 総務課 総務係
住　所：四万十市右山７５０－１　☎（34）5881（担当：上岡、梶原）
※Eメールでのお問い合わせについてはお答えできませんのでご注意ください。

幡多中央消防組合職員採用資格試験(平成24年度採用)
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８
月
15
日
よ
り
災
害
時
等
の

「
防
災
情
報
メ
ー
ル
」サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
！

　

市
で
は
８
月
15
日
よ
り
災
害
時
等
に
避
難
勧
告
、避
難
指
示
、津
波
警
報
等

の
緊
急
速
報
を
流
す
こ
と
が
で
き
る「
防
災
情
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）」

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。メ
ー
ル
の
受
信
料
や
月
額
使
用
料
は
無
料
で

す
。

★
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
特
徴

①
情
報
の
配
信
時
に
市
内
に
い
る
方
へ
配
信

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
利
用
者
に
対
し
て
配
信
さ
れ
ま
す
。
市
に

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
伝
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
災
害
時
で
も
配
信
可
能

　

災
害
時
に
も
回
線
の
混
雑
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
く
、
情
報
を
伝
達
で

　

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

③
複
雑
な
操
作
は
不
要

　

携
帯
電
話
購
入
時
に
あ
ら
か
じ
め
受
信
設
定
が
さ
れ
て
い
ま

　

す
。（
機
種
に
よ
っ
て
は
、エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
も
あ

　

り
ま
す
）

　

一
部
の
機
種
で
は
、
受
信
設
定
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
設
定
方
法

　

は
、「
メ
ー
ル
」⇩「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
設
定
」に
よ
り
受
信
設
定
を

　

行
う
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

対
応
機
種
お
よ
び
操
作
方
法
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
お
近
く
の
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

○
携
帯
電
話
か
ら
は
　
　
　

☎
１
５
１（
通
話
料
は
無
料
）

　

○
一
般
固
定
電
話
か
ら
は
　

☎
０
１
２
０－

８
０
０－

０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

○
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
は
、（
本
庁
）総
務
課 

防
災
対
策
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
）２
０
４
４（
直
通
）

住
宅
耐
震
化
補
助
の
追
加
募
集

　

市
で
は
、住
宅
の
耐
震
化
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、申
し
込
み
が
多

い
こ
と
か
ら
、左
記
の
と
お
り
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、
構
造
（
平
屋
、
２
階
建
て
な

ど
）は
問
い
ま
せ
ん
。こ
の
事
業
は
診
断
↓
設
計
↓
改
修
の
順
に
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、本
年
度
よ
り
木
造
以
外
の
住
宅（
鉄
骨
造
、混
構
造
な
ど
）も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

募
集
開
始
　

９
月
29
日（
木
）
　
　
　
　
　

受
付
時
間
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

※

申
し
込
み
が
一
定
戸
数
に
達
し
た
場
合
、募
集
を
終
了
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】（
本
庁
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

☎(

３
５
）２
０
４
４

住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
事
業

住
宅
耐
震
設
計
費
補
助
事
業

住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
事
業

住
宅
の
地
震
に
対
す
る
耐
久
力

を
数
値
化
し
て
診
断
書
を
作
成

す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
し
ま

す
。

１
戸
あ
た
り
上
限
３
万
円

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
ま
で
に

　

着
工
さ
れ
た
住
宅

②
県
に
登
録
し
て
い
る
耐
震
診

　

断
士
が
診
断
を
行
う
こ
と
。

③
そ
の
他
、市
が
定
め
た
条
件

木
造
15
件

非
木
造
10
件

５
件（
木
造
、非
木
造
共
通
）

２
件（
木
造
、非
木
造
共
通
）

④
そ
の
他
、市
が
定
め
た
条
件

④
そ
の
他
、市
が
定
め
た
条
件

②
県
に
登
録
し
て
い
る
設
計
事

　

務
所
に
所
属
す
る
耐
震
診
断

　

士
が
耐
震
改
修
設
計
を
行
う

　

こ
と
。

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応
安

　

全
な
レ
ベ
ル
」と
な
る
耐
震
改

　

修
設
計
で
あ
る
こ
と
。

③
耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応
安

　

全
な
レ
ベ
ル
」
に
改
善
さ
れ

　

る
こ
と
。

②
県
に
登
録
し
て
い
る
工
務
店

　

が
耐
震
改
修
工
事
を
行
い
、

　

住
宅
の
所
有
者
が
選
任
し
た

　

耐
震
診
断
士
が
耐
震
改
修
工

　

事
の
現
場
確
認
等
を
実
施
す

　

る
も
の
。

①
上
記
の
市
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」と
診

　

断
さ
れ
た
住
宅

１
戸
あ
た
り
上
限
90
万
円

補
助
率
２
／
３
、１
戸
あ
た
り

上
限
20
万
円

耐
震
改
修
工
事
に
取
り
掛
か
る

前
に
必
要
と
な
る
耐
震
改
修
設

計
費
（
精
密
診
断
や
設
計
書
作

成
な
ど
の
経
費
）
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

市
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
の

可
能
性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ

た
住
宅
を
「
一
応
安
全
な
レ
ベ

ル
」
に
す
る
耐
震
改
修
工
事
に

対
し
て
補
助
し
ま
す
。

概要補助額補助枠 補助対象要件
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災
害
時
要
援
護
者
台
帳
へ
の
登
録
は
お
済
み
で
す
か

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
へ
の
登
録
は
お
済
み
で
す
か

　

お
年
寄
り
や
障
害
を
持
っ
た
人
が
災
害
時
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、災
害
時
に
援
護
が
必
要

な
人
の
情
報（
氏
名
、家
族
構
成
、身
体
の
具
合
、住
居
構
造
な
ど
）を
把
握
し
、「
災
害
時
要
援

護
者
台
帳
」に
掲
載
し
ま
す
。

【
普
段
は…

】

　

民
生
委
員
や
区
長
さ
ん
な
ど
が
普
段
の
声
か
け
や
見
守
り
活
動
の
際
に
台
帳
情
報
を
活
用

し
ま
す
。

【
災
害
時
に
は…

】

　

災
害
が
起
き
た
時
に
は
、要
援
護
者
の
避
難
や
安
否
確
認
、救
護
活
動
を
迅
速
に
行
う
た
め

に
、行
政
、消
防
団
、自
主
防
災
会
な
ど
が
情
報
を
活
用
し
ま
す
。

１
．対
象
者

（
1
）満
75
歳
以
上
の
単
身
の
高
齢
者
ま
た
は
満
75
歳
以
上
の
者
の
み
で
構
成
す
る
世
帯
の
高

　
　

齢
者

（
2
）要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

（
3
）身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
・
２
級
）を
有
す
る
人

（
4
）療
育
手
帳（
A
１
・
A
２
）を
有
す
る
人

（
5
）精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
有
す
る
人

（
6
）
前
各
号
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る
人
で
、特
に
災
害
時
の
支
援
が
必
要
と
市
長
が
認
め
る

　
　

人

※ 

右
記
に
該
当
し
て
い
る
人
の
う
ち
、同
居
す
る
家
族
等
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ず
、日
常
の
安

　

 

否
確
認
が
必
要
な
人
や
災
害
時
の
避
難
誘
導
等
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
人
が
対
象
と
な

　

 

り
ま
す
。

2
．登
録
方
法

　

 

左
記
担
当
窓
口
に
直
接
申
し
込
み
を
す
る
か
、民
生
委
員
を
通
じ
て
登
録
す
る
こ
と
も
可

　

 

能
で
す
。

※
登
録
の
際
に
は
申
請
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
窓
口
】

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係
　

☎（
3
4
）1
1
6
5

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係
　

☎（
3
4
）1
1
2
0

（
本
　
　

庁
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　
　
　

☎（
3
5
）2
0
4
4

（
総
合
支
所
）保
健
課
　
　
　
　

 

　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課
　
　
　

 

　
　
　

☎（
5
2
）1
1
1
1

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
と
は
・・

　

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
宮
城
県
多
賀
城
市
に
、５
月
23
日
〜
６
月

４
日
ま
で
介
護
認
定
調
査
の
支
援
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

多
賀
城
市
は
津
波
の
被
害
に
よ
っ
て
、市

内
の
3
3
・
7
％
が
浸
水
し
、
死
者
数
が

1
8
6
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。津
波
に
よ
る

住
家
被
害
は
全
壊
か
ら
半
壊
含
め
5
，

3
5
6
世
帯
、地
震
被
害
を
含
め
る
と
1
万

世
帯
を
超
え
ま
す
。

　

私
が
支
援
に
行
っ
た
時
は
2
カ
月
半
経

過
し
て
い
ま
し
た
の
で
、道
路
に
は
瓦
礫
な

ど
な
く
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、ま

だ
信
号
が
復
旧
で
き
ず
警
察
の
方
が
誘
導

し
て
い
る
交
差
点
も
あ
り
ま
し
た
。晴
れ
た

風
の
あ
る
日
に
は
、海
砂
と
ヘ
ド
ロ
の
細
か

い
粒
子
が
舞
い
、体
力
の
弱
っ
た
高
齢
者
な

ど
は
そ
の
せ
い
で
肺
炎
を
起
こ
し
て
入
院

す
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

支
援
内
容
の
介
護
認
定
調
査
の
結
果
で

は
、
介
護
度
が
悪
化
し
て
い
る
方
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。高
齢
に
な
る

と
、環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
気
力

体
力
が
減
っ
て
き
ま
す
。障
害
が
あ
れ
ば
な

お
さ
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

川
の
堤
防
が
決
壊
し
て
浸
水
被
害
に

あ
っ
た
小
規
模
多
機
能
施
設
に
も
調
査
に

行
き
ま
し
た
。
被
災
当
日
、
首
ま
で
水
に
浸

か
り
な
が
ら
隣
の
ア
パ
ー
ト
の
２
階
に
避

難
さ
せ
て
、全
員
の
利
用
者
さ
ん
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、涙
ぐ
み
な
が
ら
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。利
用
を
待
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
、で
き
る
限
り
早
く
事
業
再

開
し
た
い
と
考
え
、お
風
呂
が
ま
だ
復
旧
で

き
て
い
な
い
段
階
か
ら
事
業
再
開
し
、同
系

列
の
被
災
し
て
い
な
い
事
業
所
ま
で
連
れ

て
行
っ
て
お
風
呂
の
対
応
を
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。職
員
さ
ん
の
努
力
や
勇

気
を
心
か
ら
称
え
応
援
し
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
に
支
援
に
行
っ
て
い
た
安
倍

保
健
師
も
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
東
北
の

方
々
の
温
か
さ
や
明
る
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

未
曾
有
の
大
災
害
に
あ
っ
た
と
は
思
え
な

い
よ
う
な
温
か
さ
、
明
る
さ
、
前
向
き
な
姿

勢
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、支
援
に
行
っ

た
私
の
方
が
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

被
災
地
支
援
活
動
報
告

保
険
介
護
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

芝
弘
美（
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

避難所での肩もみボランティアに参加
（多賀城市役所付近）
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四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業

■
木
造
住
宅
へ
の
市
の
補
助
金
は
、最
大
１
５
０
万
円

　

市
で
は
、新
た
に
建
築
さ
れ
る
住
宅
の
う
ち
、一
定
量
以
上
の
市
産
材
を
使
用
し
、所
定
の
条

件
を
満
た
し
た
住
宅
に
対
し
て
、市
産
材
の
購
入
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を
、施
主
に
助
成

す
る
制
度
を
６
月
よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】

【
補
助
対
象
要
件
】

１
．市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
、又
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
者

２
．市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

３
．建
築
延
べ
面
積
50
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と

４
．市
内
に
本
拠
を
置
く
建
築
業
を
営
む
も
の
に
依
頼
し
、建
築
さ
れ
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

５
．着
工
前
に
事
業
に
関
す
る
申
請
を
行
う
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）林
業
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
８

（
総
合
支
所
）西
土
佐
林
業
分
室
　

☎（
５
２
）１
１
１
１

■
市
産
材
利
用
住
宅
に
関
す
る
構
造
見
学
会

　

当
事
業
を
利
用
し
て
建
築
中
の
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、施
主
の
ご
厚
意
に
よ
り
、構
造
見
学

会
を
開
催
し
ま
す
。竣
工
後
に
は
隠
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
構
造
部
分（
市
産
材
）が
間
近
で
見
ら

れ
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

開
催
日
　

９
月
18
日（
日
）〜
10
月
２
日（
日
）

　

時
　

間
　

９
時
〜
16
時（
日
曜
日
以
外
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　

場
　

所
　

東
町
１
丁
目
　

仲
瀬
公
園（
旧
交
通
児
童
公
園
）の
向
か
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）林
業
課
　

☎（
３
４
）１
１
１
８

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.4
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.5
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満

1
坪(

3.3
㎡)

当
た
り
0.6
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

市
産
材
使
用
量

補
助
金
額
の
上
限

８
０
万
円

１
１
０
万
円

１
５
０
万
円

「獣害防止網などに再利用できる漁網」無料配布します
＝限りある資源を有効活用しましょう！＝

　

漁
網
と
し
て
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
網
で
も
、獣
害
防
止
網
な
ど
と
し
て
の

再
利
用
な
ど
は
可
能
な
こ
と
か
ら
、こ
の
網
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
無
料
配
布
し

ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等
の
獣
害
防
止
に
利
用
す
る
こ
と
で
、農
産
物
の
安
定

確
保
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消
、山
林
荒
廃
の
防
止
等
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

配
布
す
る
網
の
概
要

　

延
長：

約
20
ｍ
以
下
　

高
さ：

約
1.2
ｍ

　

網
目：

約
０
・
15
ｍ×

０
・
15
ｍ

　

※

穴
が
あ
い
て
い
る
網
・
途
中
で
ち
ぎ
れ
た
網
等
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

配
布
対
象
者

　

全
市
民

配
布
開
始
日

　

９
月
20
日（
火
）か
ら

配
布
方
法

　

市
役
所
３
階 

観
光
課 

四
万
十
川
対
策
係

　

西
土
佐
総
合
支
所
１
階 

産
業
建
設
課 

産
業
振
興
係

　

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

配
布
条
件

　

一
世
帯
30
枚
ま
で

　

※

在
庫
が
無
く
な
り
次
第
終
了

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）観
光
課 

四
万
十
川
対
策
係

　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
７
０（
直
通
）

　

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課 

産
業
振
興
係

　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
１
１（
内
線
28
）
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農業後継者や新規就農を目指す人を募集します
■
四
万
十
農
園
あ
ぐ
り
っ
こ
で
の
研
修

　

研
修
時
期
　

8
月
〜
翌
年
7
月

　

研
修
内
容
　

施
設
園
芸（
品
目：

米
ナ
ス
・
ナ
ス
）

施
設
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、
栽
培
技
術
・
経

営
感
覚
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　

募
集
期
間
　

毎
年
1
月
〜
6
月
頃

■
一
般
農
家
で
の
研
修

　

研
修
時
期
　

4
月
〜
翌
年
3
月

　

研
修
内
容
　

露
地
・
施
設
野
菜
・
水
稲
な
ど

（
受
入
農
家
の
事
情
に
よ
り

研
修
で
き
な
い
品
目
も
あ

り
ま
す
）

受
入
農
家
の
指
導
の
も
と

農
業
技
術
・
経
営
感
覚
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

募
集
期
間
　

毎
年
9
月
〜
11
月
上
旬

　

◎
手
当
等

　

研
修
助
成
金：

月
額
12
万
円
以
内

　

研
修
期
間：

6
ヶ
月
以
上
2
年
以
内

◎
研
修
生
の
要
件

　

①
研
修
開
始
ま
で
に
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　

②
概
ね
18
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人

　

③
研
修
修
了
ま
で
に
認
定
就
農
者
に
な
る
こ
と

　

④
研
修
中
に
他
に
就
業
し
な
い
こ
と

　

⑤
農
業
を
開
始
し
て
い
な
い
こ
と

応
募
方
法
等

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、本
庁
農
業
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
、本
庁
農
業
課
、支
所
産
業
建
設
課
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

募
集
期
間 　

右
記
の
と
お
り

　

募
集
人
数 　

若
干
名

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
庁
）農
業
課
　

☎（
3
4
）1
1
1
7

■
西
土
佐
農
業
公
社
で
の
研
修

　

研
修
期
間
　

平
成
24
年
4
月
1
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

　

研
修
内
容
　

研
修
1
年
目
は
農
業
公
社
実
験
農
場
を
主
に

幅
広
い
農
業
研
修
を
行
い
ま
す
。

研
修
2
年
目
は
研
修
修
了
後
に
取
り
組
む
栽

培
品
目
に
向
け
て
の
市
内
外
で
の
集
中
研
修

を
行
い
ま
す
。

◎
手
当
等

　

研
修
助
成
金：

月
額
12
万
円
以
内

　

休
日：

土
、日
、祝
日（
交
代
で
日
直
当
番
が
あ
り
ま
す
）

　

冠
婚
葬
祭
等
に
は
、特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

◎
研
修
生
の
要
件

　

①
18
歳
以
上
（
平
成
24
年
3
月
31
日
現
在
）
概
ね
35
歳
以
下

　
　

で
、心
身
共
に
健
康
な
人

　

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、住
所
を
市
内
に
移
し
、将
来

　
　

と
も
市
内
に
在
住
す
る
人

　

③
農
業
公
社
の
目
的
に
添
い
、農
業
振
興
に
積
極
的
に
取
り

　
　

組
む
意
欲
の
あ
る
人

　

④
研
修
修
了
後
は
、市
内
で
就
農
す
る
意
欲
の
あ
る
人

応
募
方
法
等

　

募
集
予
定
人
数 　

若
干
名

　
　

＊
適
格
者
が
い
な
い
場
合
は
採
用
を
見
合
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

募
集
期
間 　

9
月
30
日（
金
）ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

　

提
出
書
類 　

申
込
書（
農
業
公
社
、本
庁
農
業
課
、支
所
産
業

　
　
　
　
　
　

建
設
課
、西
土
佐
地
域
各
小
組
合
長
ま
で
）

　
　
　
　
　
　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
に
顔
写
真
を
添
付
）

　

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

（
財
）四
万
十
市
西
土
佐
農
業
公
社

　
　

☎（
5
2
）2
6
6
6　

担
当：
中
脇

いごっそうナスの作業

森
林
環
境
税
地
域
座
談
会

　

高
知
県
で
は
、
平
成
15
年
度
に
全
国
で
初
め

て
森
林
環
境
税
を
導
入
し
、
森
林
環
境
の
保
全

を
は
じ
め
、
県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動

や
、森
林
環
境
教
育
、シ
カ
被
害
対
策
な
ど
に
同

税
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
森
林
環
境
税
の
課
税
期
間
が
平
成
24
年

度
末
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、県
で
は
、今
後
の

森
林
環
境
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
県
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
考
え
る
座
談
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

座
談
会
で
は
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
県

民
の
方
々
に
よ
る
意
見
交
換
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。当
日
は
、一
般
参
加
の

方
も
ご
自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

日
　

時
　

9
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

場
　

所
　

高
知
県
幡
多
総
合
庁
舎

内
　

容
　

○
第
一
部

森
林
環
境
税
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
紹
介

○
第
二
部

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
県
民
の
方
々
と
の

　

意
見
交
換
会

○
第
三
部

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
県
民
の
方
々
を
交

　

え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
県
）林
業
振
興
・
環
境
部 

林
業
環
境
政
策
課

木
の
文
化
担
当

  

　

☎ 

0
8
8(

8
2
1
）4
5
8
6
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市
で
は
、
農
林
水
産
業
者
と
商
工
業

者
が
、
お
互
い
の
強
み
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
ち
寄
り
、
新
し
い
商
品
開
発
や
販
路

拡
大
な
ど
を
行
う
「
農
商
工
連
携
」
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
積
極
的
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
７
月
か
ら
進
め
て
き
た

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
４
つ
の
新
商

品
が
誕
生
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
商
品

も
地
域
の
皆
様
に
し
っ
か
り
と
認
知

さ
れ
、
消
費
し
て
い
た
だ
き
、
愛
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
さ
ら
に
取
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

先
月
号
に
続
き
今
回
は
、「
栗
」
と

「
ゆ
ず
」
の
加
工
品
に
つ
い
て
詳
し
く

紹
介
し
ま
す
。

栗
の
加
工
品

〔
事
業
主
体
〕

　

（
株
）し
ま
ん
と
美
野
里

　

か
つ
て
西
土
佐
地
域
の
主
要
品
目
で
あ
っ
た
栗
の
生
産
は
最

盛
期（
約
３
５
０
ト
ン
）の
10
分
の
１
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
打
開
し
よ
う
と
、
加
工
品
と
し
て
の
栗
の

可
能
性
に
つ
い
て
、専
門
家
も
交
え
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、栗

を
地
域
内
で
加
工
し
付
加
価
値
を
高
め
て
地
域
外
へ
売
り
込
も

う
と
、加
工
品
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

■
生
産
者
と
の
連
携

　

栗
園
は
い
ず
れ
も
標
高
６
０
０
ｍ
ほ
ど
の
日
当
た
り
の
良
い

場
所
で
す
の
で
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
生
産
さ
れ
る
栗
は
大
粒

で
甘
い
こ
と
で
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
栗
園
で
は
、幡
多
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
高
知
は

た
西
土
佐
支
所
の
協
力
で
栽
培
定
例
会
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
や
病
害
虫
対
策
、
栗
の
生
育
状
況
な
ど
の
情
報

を
生
産
者
と
共
有
し
、原
料
と
な
る
栗
の
品
質
や
生
産
量
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

加
工
面
で
も
地
元
農
家
の
奥
さ
ん
な
ど
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
て
い
ま
す
。か
ん
ろ
煮
は
栗
の
カ
ッ
ト
で
品
質
を
左
右
し
ま

す
の
で
熟
練
し
た
技
術
が
必
要
で
す
。
今
で
は
地
元
で
も
こ
の

技
術
を
も
つ
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
次

代
に
受
け
継
い
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
の
仕
入
単
価

は
、
後
継
者
確
保
や
新
規

参
入
が
で
き
る
よ
う
に
、

現
状
の
キ
ロ
あ
た
り
の
３

０
０
円
程
度
か
ら
今
年
度

は
５
０
０
円
ま
で
引
き
上

げ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後

も
更
に
高
い
単
価
設
定
を

目
標
と
し
、
再
生
産
可
能

な
農
業
収
入
の
確
保
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

■
品
質
の
保
持

　

栗
の
長
期
保
存
を
可
能
と
す
る
た
め
氷
感
庫
を
導
入
し
て
い

ま
す
。こ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
２
℃
の
状
態
で
も
凍
ら
せ
ず
、栗
の
鮮

度
は
保
持
し
た
ま
ま
で
、熟
成
は
進
む
と
い
う
高
度
な
技
術
を

用
い
て
い
ま
す
。通
常
２
ヶ
月
ほ
ど
し
か
で
き
な
い
生
栗
の
保

存
が
、半
年
以
上
可
能
と
な
り
、ま
た
庫
内
で
熟
成
が
す
す
み
糖

度
値
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

※

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
内
で
測
定
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
90

　

日
を
超
え
た
あ
た
り
で
、
糖
度
は
実
に
35
度
を
超
え
て
い
ま

　

し
た
。

■
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

○
し
ぶ
か
わ
煮

　

大
粒
の
四
万
十
栗
を
ま
る
ご
と
使
用
し
、
一
つ
ず
つ
手
作
業

で
つ
く
っ
て
い
ま
す
。マ
ロ
ン
グ
ラ
ッ
セ
の
よ
う
な
ツ
ヤ
と
と

ろ
み
が
出
る
ま
で
、あ
せ
ら
ず
じ
っ
く
り
煮
込
む
の
が
四
万
十

流
で
す
。
　

○
か
ん
ろ
煮
　

　

熟
成
し
た
四
万
十
栗
の
風
味
を
生
か
す
た
め
、
無
漂
白
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。そ
の
姿
は
こ
が
ね
色
に
輝
く
山
の
宝
石
で
す
。

○
四
万
十
シ
ロ
ッ
プ（
栗
の
シ
ロ
ッ
プ
）
　

・
栗
赤…

ロ
ゼ
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
赤
は
四
万
十
の
栗
の
渋
皮
か

　
　
　
　

ら
出
た
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
色
。
じ
っ
く
り
と
煮
込

　
　
　
　

ん
で
い
ま
す
。

・
栗
黒…

高
知
県
産
黒
砂
糖
と
四
万
十
栗
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
。
風

　
　
　
　

味
た
っ
ぷ
り
の
シ
ロ
ッ
プ
で
す
。
黒
蜜
な
の
で
和
菓

　
　
　
　

子
に
も
よ
く
合
い
ま
す
。

◎
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
販
売
し
ま
す
！

　

栗
の
収
穫
が
始
ま
る
10
月
ご
ろ
か
ら
西
土
佐
ふ
る
さ
と
市
で

の
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
（
要
お
問
合
わ
せ
）。ま

た
県
外
で
は
、大
手
の
菓
子
製
造
業
者
に
販
売
す
る
予
定
で
す
。

栽培定例会

栗の状態を見ながら
柔らかさや味を微調整

平
成
23
年
9
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ゆ
ず
加
工
品

〔
事
業
主
体
〕

　

高
知
は
た
農
業
協
同
組
合

　

幡
多
管
内
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、生
産
者
や
地
域
に
還

元
で
き
る
加
工
商
品
を
つ
く
り
た
い
、も
っ
と
消
費
者
に
幡

多
管
内
の
農
産
物
を
消
費
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が

高
ま
り
、生
産
者
と
と
も
に
取
り
組
み
を
開
始
。

　

原
料
に
は
管
内
の
ゆ
ず
と
生
姜
を
使
用
し
、マ
ル
バ
ン
醤

油
株
式
会
社
と
の
連
携
に
よ
り
、地
元
で
愛
さ
れ
る
商
品
開

発
に
挑
み
ま
し
た
。

■
激
戦
の
ゆ
ず
加
工
品
市
場
へ
の
参
入

　

当
初
は
誰
も
が
使
い
や
す
い「
ポ
ン
酢
」の
開
発
で
ス
タ
ー

ト
。化
学
調
味
料
不
使
用
の
試
作
品
を
つ
く
り
、他
商
品
と
比

較
す
る
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
有
名
な
商

品
と
大
差
な
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、激
戦
の
ポ
ン

酢
市
場
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、イ
ン
パ
ク
ト
に
か
け
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
入
れ
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

化
学
調
味
料
無
添
加
の
　

マ
マ
が
家
族
に
安
心
し
て
ふ
る
ま

え
る
万
能
ソ
ー
ス
　

を
開
発
し
よ
う
と「
ポ
ン
酢
」か
ら「
甘

酢
ソ
ー
ス
」の
開
発
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

■
消
費
者
の
視
点
に
た
つ

　

試
作
品
を
何
パ
タ
ー
ン
も
つ

く
り
、市
内
外
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、開
発

の
最
終
段
階
に
い
た
る
ま
で
、な

る
べ
く
多
く
の
意
見
を
取
り
入

れ
、原
料
の
調
合
や
ラ
ベ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　

高
知
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
１

５
０
名
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、６
割
以
上
の
人
が

「
添
加
物
を
気
に
す
る
」
と
答
え

て
お
り
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

方
向
性
が
間
違
っ
て
な
い
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

■
こ
だ
わ
り
、特
徴

　

四
万
十
川
の
伏
流
水
を
使
用
し
た
マ
ル
バ
ン
醤
油
の
無
添
加

の
　

こ
だ
わ
り
醤
油
　

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、四
万
十
市
を
中
心

に
幡
多
管
内
で
生
産
さ
れ
る
ゆ
ず
の
果
汁
と
、
粗
く
刻
ん
だ
ゆ

ず
の
皮
を
贅
沢
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、市
内
産
の
新
生
姜
も
加
え
て
味
に
ア
ク
セ
ン
ト
を

プ
ラ
ス
し
、ゆ
ず
の
皮
の
さ
わ
や
か
な
苦
味
と
食
感
が
楽
し
め

る
、新
感
覚
の
　

食
べ
ら
れ
る
甘
酢
　

と
し
て
売
り
出
す
こ
と

で
、大
手
の
商
品
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
も
の
に
仕
上
げ
て
い

ま
す
。

■
商
品
名
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　

商
品
名
は『
ゆ
ず
甘
酢
』、キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は『
た
っ
ぷ
り
皮

入
り
』で
す
。

　

ゆ
ず
・
生
姜
の
つ
ぶ
つ
ぶ
食
感
と
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
わ
い
の

食
べ
ら
れ
る
甘
酢
で
す
。

　

ラ
ベ
ル
は
、主
役
の
ゆ
ず
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
黄
色
を
基
調
に
、

特
徴
的
な
ゆ
ず
の
葉
を
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
あ
し
ら
っ
て
い
ま

す
。

■
今
後
は
シ
リ
ー
ズ
展
開
も…

　

今
後
も
忙
し
い 　

マ
マ
　

の
応
援
団
と
し
て
、ゆ
ず
甘
酢
に

つ
づ
き
「
ポ
ン
酢
」
を
開
発
、
販
売
す
る
な
ど
『
ゆ
ず
マ
マ
ン
シ

リ
ー
ズ
』を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
と
り
い
れ
な
が

ら
、消
費
者
が
求
め
る
商
品
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
食
べ
方
の
提
案

　

子
ど
も
が
喜
ぶ
鶏
の
唐
揚
げ
、生
野
菜
や
蒸
し
野
菜
、焼
魚
に

か
け
る
だ
け
の
　

毎
日
使
い
　

。白
ご
飯
に
混
ぜ
れ
ば
あ
っ
と

い
う
間
に
具
が
た
っ
ぷ
り
の
酢
飯
が
で
き
、家
族
・
友
人
を
招
い

て
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
リ
ッ
チ
な
手
巻
き
寿
司
パ
ー
テ
ィ
ー
を
演
出

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
庭
に
あ
る
調

味
料
を
少
し
足
す
だ
け
で
、

メ
ニ
ュ
ー
も
広
が
る
魔
法
の

甘
酢
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
大
好
き
な
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
と
も
相
性
バ
ッ
チ
リ

で
す
し
、
ゴ
マ
油
や
ラ
ー
油

を
足
せ
ば
中
華
風
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
を
足
せ
ば
イ
タ
リ

ア
ン
に
早
変
わ
り
す
る
の

で
、
揚
げ
物
や
カ
ル
パ
ッ

チ
ョ
も
簡
単
に
プ
ロ
の
味
に

仕
上
が
り
ま
す
。

◎
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
販
売
し
ま
す
！

　

市
内
で
は
、J
A
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
販
売
を
予
定
し
、県

外
で
は
、都
市
圏
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
で
の
販
売
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

農
商
工
連
携
に
取
り
組
む
方
を
募
集
！

◆
お
互
い
が
持
っ
て
い
る
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
な
が
ら
、

新
た
な
商
品
開
発
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
に
取
り
組
み
た

い
と
い
う
農
林
漁
業
者
や
中
小
企
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
は
、左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
内
容
・
支
援
内
容

　

◇
先
進
地
視
察
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
致 

な
ど

　

〔
補
助
率
〕10
／
10
以
内(

限
度
額
５
０
万
円)

　

◇
商
品
開
発
・
改
良
、販
路
開
拓
・
販
売
促
進
、機
械
・
施
設
整
　

　
　

備 

な
ど

　

〔
補
助
率
〕１
／
２
以
内（
限
度
額
５
０
０
万
円
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）商
工
課 

商
工
・
雇
用
対
策
係

　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
２
６

商品は
マルバン醤油（株）
で調合、充填します

たっぷり皮入り
『ゆず甘酢』

何度も試食を行いとことん味を追求しました

鶏の唐揚げに、ゆず甘酢、マヨネーズの順で
かければ抜群です！

”

”

”

”

”

”

”

”

”

”
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高
知
大
学
で
は
、食
品
産
業
の
中
核

人
材
の
育
成
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
土
佐
Ｆ
Ｂ
Ｃ（
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ク

リ
エ
ー
タ
ー
）人
材
創
出
事
業
の
幡
多

地
区
特
別
講
義
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、文
部
科
学
省
の
補
助

事
業
と
し
て
高
知
大
学
が
平
成
20
年

度
か
ら
高
知
大
学
農
学
部（
高
知
空
港

北
隣
り
）に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
事

業
で
、大
学
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

食
品
産
業
の
人
材
育
成
を
行
な
う
こ

と
に
よ
り
、地
域
再
生
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、幡
多
地
区
に
お
い
て
土

佐
Ｆ
Ｂ
Ｃ
人
材
創
出
の
特
別
講
義
と

し
て
「
土
佐
Ｆ
Ｂ
Ｃ
幡
多
教
室
」
を
開

講
し
ま
す
。農
水
産
業
お
よ
び
食
品
加

工
産
業
に
携
わ
る
方
々
、Ｊ
Ａ
や
自
治

体
職
員
等
、幅
広
い
皆
さ
ま
の
受
講
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
食
品
産
業
」
の
担
い
手
育
成
講
座

　

一
条
通
の
産
直
施
設
「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
食
育
広
場
」が
、
市
、

県
の
助
成
を
受
け
た
施
設
改
修
を
行
い
、「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
市

場
」と
し
て
今
秋
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

新
施
設
に
は
調
理
場
や
催
事
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
、ト
イ
レ
な
ど

が
設
置
さ
れ
、
食
を
通
じ
た
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
一
条
通
商
店
街
振
興
組
合
と
共
催
で

「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
門
前
町
秋
祭
り
」を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

 

９
月
17
日（
土
）
　

10
時
〜
16
時

場
　

所
　

「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
市
場
」施
設
内

　
　
　
　

お
よ
び
施
設
前
路
上（
中
村
一
条
通
２
丁
目
）

内
　

容
　

（
１
）オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　

（
２
）「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
市
場
」納
入
者
に
よ
る
、１

　
　
　
　
　
　

日
限
り
の
路
上
市（
新
鮮
野
菜
・
果
物
、加
工
品

　
　
　
　
　
　

な
ど
）

　
　
　
　

（
３
）ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等

　
　
　
　

（
４
）一
条
通
商
店
街
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
　
　
　

（
５
）一
条
通
商
店
街
の
組
合
加
盟
店
の
協
賛
サ
ー

　
　
　
　
　
　

ビ
ス（
当
日
の
お
楽
し
み
）

臨
時
駐
車
場
　

中
村
小
学
校
校
庭
、高
知
銀
行
中
村
支
店
、

　
　
　
　
　
　

高
知
県
信
用
保
証
協
会

※

雨
天
決
行（
イ
ベ
ン
ト
内
容
変
更
の
可
能
性
あ
り
）

 

　

な
お
、
産
直
店
舗
は
９
月
２
日
（
金
）
よ
り
通
常
営
業
し
て
い

ま
す
。ご
来
店
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
営
業
時
間:

８
時
30
分
〜

18
時
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ま
ち
づ
く
り
四
万
十
株
式
会
社
　

☎（
３
５
）４
８
８
７

【応募書類の請求・問い合わせ先】

　〒783-8502　高知県南国市物部乙200　高知大学農学部内　土佐FBC人材創出拠点（担当：浜口、坂本）

　☎088（864）5158、5138　FAX：088（864）5209　 E-mai l：tosa-fbc@koch i -u .ac . jp

　ホームページ　http//www.ckkc .koch i -u .ac . jp/～ckkc0001/tosafbc/

科 目 名

食品化学

食品衛生学

マーケティングⅠ

人材管理

マーケティングⅡ

食品機能学

食品加工学

食品分析学

講　　師

受田 浩之 氏

宮本 敬久 氏

中島 和代 氏

小松 弘明 氏

高橋 誠 氏

森木 道教 氏

受田 浩之 氏

沢村 正義 氏

樋口 慶郎 氏

日　　程

10月 8日（土）

10月 9日（日）

10月15日（土）

10月22日（土）

10月23日（日）

10月29日（土）

10月30日（日）

11月12日（土）

11月26日（土）

11月27日（日）

12月 3日（土）

12月 4日（日）

12月 4日（日）

9:00

～10:30

○

○

○

○

○

10:45

～12:15

○

○

○

○

13:00 

～14:30

○

○

○

○

○

○

14:45

～16:15

○

○

○

○

○

○

○

16:30

～18:00

○

○

○

○

○

○

■授業スケジュール

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
門
前
町 

秋
祭
り

募
集
人
数

　

募
集
期
間

　

授
業
期
間

　

受
講
場
所

受

講

料

30
人
程
度
（
原
則
と
し

て
全
て
の
講
義
に
参
加

可
能
な
人
）

９
月
１
日（
木
）

　

〜
26
日（
月
）

10
月
８
日
〜
12
月
４
日

ま
で
の
土
・
日
曜
日
を

中
心
に
12
回
実
施

市
立
中
央
公
民
館

無
料
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【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
本
庁
）
環
境
生
活
課 

環
境
係 

0（
3
4
）
6
1
2
6

平

成

23

年

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、安
全
で
安
心
な
人
に
や
さ

し
い
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、交

通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
　

9
月
21
日（
水
）〜
30
日（
金
）

　

運
動
の
基
本

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

　

重
点
目
標

１
．夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

（
特
に
、反
射
材
用
品
等
の
着
用
の

推
進
お
よ
び
自
転
車
前
照
灯
の
点

灯
の
徹
底
）

2
．全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

3
．飲
酒
運
転
の
根
絶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）

環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

☎（
3
5
）4
1
4
7

（
総
合
支
所
）

地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

☎（
5
2
）1
1
1
1

愛
犬
の
フ
ン
害
防
止
運
動

　

毎
年
9
月
は「
愛
犬
の
フ
ン
害
防
止

推
進
月
間
」と
し
て
、中
村
地
区
と
具

同
地
区
の
区
長
会
が
中
心
と
な
り
、団

体
、行
政
が
連
携
し
て「
愛
犬
の
フ
ン

害
防
止
運
動
」を
行
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
は
、平
成
10
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、今
年
も
四
万
十
川
と
後
川

河
川
敷
の
犬
の
フ
ン
拾
い
と
フ
ン
処

理
用
の
バ
ッ
ク
の
配
布
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、飼
い
主
に
対
し
て
マ
ナ
ー
の

向
上
を
呼
び
か
け
る
現
地
活
動
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、散
歩
時
に

袋
を
持
ち
歩
く
人
が
増
え
る
な
ど

徐
々
に
そ
の
効
果
は
見
ら
れ
て
い
ま

す
が
、気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
、飼
い
主
の
皆
様
は
こ

れ
か
ら
も
愛
犬
の
フ
ン
の
待
ち
帰
り

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、最
近
犬
の
放
し
飼
い
も
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。た
と
え
、散
歩
中

の
短
時
間
で
あ
っ
て
も
犬
を
放
す
こ

と
は
絶
対
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係
　

0（
3
5
）4
1
4
7

　

8
月
3
日（
水
）、11
日（
木
）に
市
役
所
で「
ク
レ
ヨ
ン
で
作
る
マ
イ
バ
ッ

グ
教
室
」を
開
催
し
、54
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
小
学
生
に
も
マ
イ
バ
ッ
グ
で
環
境
に
優
し
い
買
い
物
に
取
り
組

ん
で
も
ら
お
う
と
、平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

バ
ッ
グ
を
作
る
前
に
、地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
に
私
た
ち
が
身
近
に
で
き
る
取
り
組
み
で
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、実
際
に
ご
み
の
分
別
を
し
な
が
ら
、そ
の
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
布
製
の
バ
ッ
グ
に
、お
花
や
動
物
、お
気
に
入
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
を
ク
レ
ヨ
ン
で
自
由
に
描
き
、自
分
だ
け
の
素
敵
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ

を
作
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、世
界
に
一
つ
の
、自
分
だ
け
の
マ
イ
バ
ッ
グ
で

買
い
物
を
す
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
地
球
環
境
を
守
る
た
め
、子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
学
習
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ク
レ
ヨ
ン
で
作
る
マ
イ
バ
ッ
グ
教
室

ク
レ
ヨ
ン
で
作
る
マ
イ
バ
ッ
グ
教
室① ごみをできるだけ減らす（リデュース）

② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース）
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル）

３Ｒでごみ減量！！！！！！
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今
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
が
市
役
所
駐

車
場
に
設
定
さ
れ
、
パ
レ
ー
ド
コ
ー

ス
も
大
幅
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
か
む
ら
踊
り
で
は
10
チ
ー
ム
約

５
０
０
人
、
し
ま
ん
と
提
灯
台
パ

レ
ー
ド
は
10
チ
ー
ム
14
基
が
街
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
市
民
祭
も
皆
さ
ま
か
ら
温

か
い
ご
協
力
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
市
民

祭
が
皆
さ
ま
に
ま
す
ま
す
親
し
ま
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

四
万
十
川
ガ
キ
体
験

〜
伝
統
漁
法
・
カ
ヌ
ー

　
　
　

・
イ
カ
ダ
作
り
体
験
〜

　

昨
今
、川
に
遊
び
に
行
か
な
い
児
童
が
多
く

な
っ
て
い
る
な
か
、
四
万
十
川
と
い
う
財
産
・

魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、川
遊

び
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
四
万
十
の
日
実

行
委
員
会
、四
万
十
楽
舎
、市
が「
四
万
十
川
ガ

キ
体
験
」
を
８
月
４
日
（
木
）
に
実
施
し
、
市
内

の
小
学
４
〜
６
年
生
約
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
四
万
十
川
支
流
黒
尊
川
で
柴
漬

け
漁
や
コ
ロ
バ
シ
漁
を
体
験
し
、
川
エ
ビ
、
ツ

ガ
ニ
、
小
魚
な
ど
を
捕
ま
え
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
四
万
十
川
本
川
に
移
動
し
カ
ヌ
ー
や
イ

カ
ダ
作
り
な
ど
四
万
十
川
を
代
表
す
る
レ
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
体
験
し
、川
面
に
歓
声
を
響

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
自
然
と
触
れ
合
い
、「
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」「
ま
た
川
に
遊
び
に
来
た
い
」「
今

日
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
エ
ビ
の
捕
り
方

を
教
え
て
み
る
」な
ど
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。

８
４

(木)

第７回第７回

網でとった魚を見せる小学生

川遊びを楽しむ小学生たち

　

今
回
、新
た
に
２
基
加
わ
っ
た
こ
ど
も
提
灯
台
。

　

パ
レ
ー
ド
に
先
が
け
て
、７
月
１
日
、一
條
神
社
で
披
露
と

清
め
の
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
ま
ん
と
提
灯
台
パ
レ
ー
ド
（
８
月
６
日)

な
か
む
ら
踊
り
パ
レ
ー
ド
（
８
月
６
日
）

会
　

長
　

賞
　
　

京
町
提
灯
台

審
査
員
特
別
賞
　

太
鼓
台
保
存
会

敢
　

闘
　

賞
　
　

ア
ピ
ア
さ
つ
き

会
　

長
　

賞
　
　

カ
ズ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

＆
よ
さ
こ
い
連
花
鳥
風
月

審
査
員
特
別
賞
　

四
万
十
市
役
所
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り
乳
幼
児
保
育
園
Ｏ.

Ｂ

敢
　

闘
　

賞
　
　

四
万
十
鼓
笛
バ
ン
ド

納
涼
花
火
大
会
（
8
月
27
日)

　今年は、「花絵巻」・空へをテーマに音楽との共
演により、四万十の夜に華麗な花が咲きました。

納涼花火大会での「鮎つかみどり」の鮎40 kgは、四万十川
中央漁業協同組合さまよりご提供いただきました。
ありがとうございました。
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県
立
中
村
中
が

全
国
将
棋
大
会
で
初
優
勝

　

8
月
17
日
（
水
）
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都
千

代
田
区
）
で
「
文
部
科
学
大
臣
杯
第
7
回 

小
・
中
学
校
将

棋
団
体
戦
」（
主
催：
日
本
将
棋
連
盟
、産
経
新
聞
社
）の
決

勝
大
会
が
行
わ
れ
、県
立
中
村
中
学
校
が
中
学
生
の
部
で

全
国
5
9
9
校
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
の
は
中
脇
隆
志
（
3
年
生
）
、
山
邊
晴
海
（
3

年
生
）、岩
瀬
晃
人（
2
年
生
）の
三
君
。同
中
学
校
の
将
棋

愛
好
会
に
所
属
し
、時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
将
棋
に
打
ち
込

む
毎
日
で
す
。
今
年

4
月
の
愛
好
会
の
結

成
以
来
、
わ
ず
か
半

年
も
た
た
ず
の
全
国

制
覇
と
い
う
結
果
に

学
校
関
係
者
の
方
々

も
驚
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
瀬
さ
ん

の
お
兄
さ
ん
の
岩
瀬

航
君
（
中
村
高
校
2

年
）
も
全
国
高
等
学

校
将
棋
竜
王
戦
都
道

府
県
予
選
に
お
い
て

2
年
連
続
で
優
勝

し
、
今
年
も
県
代
表

で
全
国
大
会
に
出
場

す
る
ほ
ど
の
実
力
の

持
ち
主
。

　

彼
ら
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
目
が
離
せ

ま
せ
ん
。

下
田
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
研
修
会

　

8
月
23
日（
火
）、四
万
十
消
防
署
で
下
田
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
研
修
会
が
行
わ
れ
、下
田
小
学
校
の
5
、6
年
生
あ
わ
せ

て
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
、全
国
で
約
5
1
0
0
ク
ラ
ブ（
43
万
人
）の
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
か
ら「
将
来
の
地
域

防
災
を
担
う
人
材
育
成
事
業
」と
し
て
、少
年
消
防
ク
ラ
ブ
活

性
化
推
進
会
か
ら
モ
デ
ル
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
選
定
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
年
度
は
全
国
33
団
体
、高
知
県

で
は
３
団
体
の
う
ち
の
１
つ
と
し
て
、下
田
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
が
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
ク
ラ
ブ
相
互
の
仲
間
づ
く
り
を
通
し

て
、「
共
助
の
こ
こ
ろ
」を
深
め
合
い
、防
災
訓
練
の
重
要
性
を

再
認
識
し
、地
域
の
防
災
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
時
間
あ
ま
り
の
研
修
の
中

で
、消
防
署
内
の
施
設
や
整
備
車

両
を
見
学
し
、ま
た
実
際
の
放
水

訓
練
や
規
律
訓
練
を
行
い
、防
災

に
携
わ
る
者
と
し
て
の
心
構
え

を
学
び
ま
し
た
。最
後
に
は
二
人

ず
つ
は
し
ご
車
に
搭
乗
し
、そ
の

高
さ
と
眺
め
に
次
々
と
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　

東
中
筋
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

全
国
大
会
出
場

　

８
月
18
日
と
19
日
に
奈
良
県
で
行
わ
れ
た
第
42
回
全

国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
戦
と
個
人
戦

に
、東
中
筋
中
学
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
残
念
な
が
ら
、ど
ち
ら
も
１
回
戦
で
敗
退
と
な

り
ま
し
た
が
、近
年
の
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
特
に
男
子
団
体
は
、
最
近
６
年
の
う
ち
４
度
四

国
大
会
を
制
し
、
昨
年
は
全
国
５
位
と
な
る
な
ど
、
四
国

内
で
は
屈
指
の
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

男
女
各
12
名
ず
つ
の
24
人

と
県
外
の
強
豪
校
に
比
べ
れ

ば
と
て
も
少
な
い
部
員
数
で

す
が
、顧
問
の
兼
松
先
生
は
、

「
決
し
て
特
別
な
練
習
や
指

導
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
い
い
、「
活
躍
の
要
因

は
、
地
域
に
蓄
え
ら
れ
た
力

＝
伝
統
。技
術
的
に
は
、地
元

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
存
在
が

大
き
く
、
こ
の
ク
ラ
ブ
は

O
B
を
中
心
に
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
普
段
の
練
習
な

ど
に
も
、
O
B
が
協
力
を
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。」と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

東
中
筋
中
に
は
、
祖
父
か

ら
三
代
に
渡
っ
て
テ
ニ
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
い
う
選
手
も
い

る
な
ど
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の

伝
統
が
あ
り
ま
す
。
家
族
や

地
域
の
思
い
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
選
手
た
ち
は
活
躍

を
続
け
る
で
し
ょ
う
。

8
19 (金)

8
18 (木)

8
17 (水)

8
23 (火)

全国大会前の練習風景（8月10日）
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市教委だより

具同小学校

大用中学校

西土佐地域
小学校

　

具
同
小
学
校
の
６

年
生
が
、四
万
十
川
で

カ
ヌ
ー
体
験
を
し
ま

し
た
。

  

は
じ
め
に
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
皆
さ

ん
に
基
本
的
な
乗
り

方
や
漕
ぎ
方
、安
全
面

に
つ
い
て
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

　

次
に
浅
瀬
で
の
練
習
で
す
。実
際
に
乗
っ
て
み

る
と
、く
る
く
る
回
り
ま
っ
す
ぐ
進
ま
な
か
っ
た

り
、転
覆
し
た
り
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
で
も
し
ば
ら
く
す
る
と
、
パ
ド
ル

操
作
も
上
手
に
な
り
、思
う
よ
う
に
進
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
川
下
り
開
始
、
勝
間

の
沈
下
橋
か
ら
出
発
で
す
。
大
空
の
下
、
鳥
や
虫

の
音
、
風
の
音
に
耳
を
澄
ま
せ
、
自
然
の
空
気
を

全
身
で
感
じ
な
が
ら
自
分
の
力
で
川
面
を
漕
ぎ

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
は
か
わ
ら
っ
こ
。「
最
高
に
お
も
し
ろ

か
っ
た
！
」「
気
持
ち
よ

か
っ
た
！
」「
手
が
疲
れ

て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

ま
た
や
り
た
い
！
」
と

満
足
げ
な
顔
で
次
々
と

ゴ
ー
ル
。
子
ど
も
た
ち

は
、
ふ
る
さ
と
の
豊
か

な
自
然
を
満
喫
し
な
が

ら
約
３
㎞
の
カ
ヌ
ー
体

験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

全
校
キ
ャ
ン
プ

　

大
用
中
学
校
で
は
、
夏
休
み
中
に
毎
年
、
全

校
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
も
生

徒
会
を
中
心
に
計
画
を
立
て
、校
庭
に
テ
ン
ト

を
張
り
、一
泊
二
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
は
全
校
生
徒
７
名
と
い
う
少
な
い
人

数
に
な
り
、
少
し
寂
し
い
気
も
し
ま
し
た
が
、

２
班
に
分
か
れ
、
３
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
役
割
を
持
ち
達
成
感
の
味

わ
え
る
キ
ャ
ン
プ
と
な
り
ま
し
た
。初
め
て
の

テ
ン
ト
張
り
も
全
員
で
取
り
組
み
、い
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

夕
食
作
り
も
苦

戦
し
な
が
ら
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
自

分
た
ち
が
作
っ
た

カ
レ
ー
や
焼
き
飯

は
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
夜
は

花
火
大
会
や
肝
試

し
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
テ
ン
ト
で
の
学

年
を
超
え
た
話
も

と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　

全
員
で
作
り
上

げ
た
思
い
出
深
い

キ
ャ
ン
プ
と
な
り

ま
し
た
。

最
後
の
運
動
会

　

西
土
佐
地
域
で
は
来
年
４
月
の
小
学
校
再
編
に

向
け
て
準
備
を
進
め
る
中
、
各
小
学
校
に
お
い
て
、

最
後
の
運
動
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
長
い
歴
史
と
思
い
出

が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
小
学
校
の
運
動
会
。
最
後

の
運
動
会
と
し
て
力
い
っ
ぱ
い
、
全
力
で
が
ん
ば

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
運
動
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

各
学
校
の
運
動
会
の
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

　

口
屋
内
小
学
校
　

９
月
25
日（
日
）

　

須
﨑
小
学
校
　
　
　
　

〃

　

本
村
小
学
校
　
　
　
　

〃

　

津
野
川
小
学
校
　

10
月
２
日（
日
）

　

西
ケ
方
小
学
校
　
　
　

〃

＊
川
﨑
小
学
校
は
校
舎
の
工
事
の
た
め
春
に
実
施

　

済
み
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

運
動
会
の
詳
し
い
内
容
や
、
雨
天
時
の
日
程
変

更
等
に
つ
い
て
は
、
直
接
各
学
校
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

な
お
、西
土
佐
中
学
校
の

　

運
動
会
は
９
月
11
日（
日
）に

　

実
施
し
ま
す
。

沈下橋の下を川下り

(市)教育委員会　☎(34)1136　FAX(34)4271　E-mail：school@city.shimanto.lg.jp

西土佐事務所　☎(52)1110　FAX(52)1446　E-mail：n-school@city.shimanto.lg.jp

12（火）7

9 （火）

8

8 （月）

8

カ
ヌ
ー
に
挑
戦
！

テントでわくわく 気持いい！

出発に備えて練習
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今
年
も
医
学
部
の
学
生
が
実
習
に

訪
れ
ま
し
た
！

　

８
月
18
日
、19
日
に「
高
知
県
へ

き
地
医
療
夏
期
実
習
」
が
行
わ
れ
、

市
民
病
院
で
は
高
知
大
医
学
部
と

自
治
医
科
大
の
２
名
の
学
生
が
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
22
日
、
23
日
に
は

「
幡
多
地
域
医
療
道
場
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
将
来
勤
務
す
る

で
あ
ろ
う
地
域
の
病
院
を
み
て
地

域
医
療
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
、昨
年
よ
り
市

民
病
院
も
学
生
の
実
習
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
、大
野
内
科
の
小
笠
原
院
長
に
よ
る
講
演
会
が
行

わ
れ
、院
長
が
長
年
携
わ
っ
て
き
た
在
宅
医
療
や
、人
間
味

あ
る
日
々
の
診
療
の
様
子
な
ど
、地
域
医
療
の
や
り
が
い
や

奥
深
さ
を
お
話
し
ま
し
た
。２
日
目
に
は
、３
名
の
学
生
が

実
際
に
当
病
院
指
導
医
の
も
と
で
外
来
診
療
等
を
体
験
し
、

「
医
療
技
術
だ
け
で
な
く
患
者
さ
ん
と
気
持
ち
が
通
じ
あ
う

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、将
来
の
目
標
と
な
っ

た
」な
ど
の
頼
も
し
い
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
、県
内
は
も
と
よ
り
市
民
病
院
で
も
医
師
不
足
が
大
変

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
実
習
を
通
じ
て
医
師
不

足
に
よ
る
地
域
の
現
状
を
肌
で
感

じ
、地
域
医
療
に
つ
い
て
深
く
考
え
、

学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

将
来
は
四
万
十
市
で
活
躍
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
学
生
た
ち
に
期

待
し
、市
民
病
院
と
し
て
も
で
き
る

限
り
の
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

9
月
１
日
か
ら

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後 急　患　の　み

休　　　　　診

（第1週休診）

(禁煙
外来を
含む)

禁煙外来
（呼吸器外来）

初診
初診

初診

再診

再診

再診

再診

再診

休　診 再診

再診

再診

再診

再診

再診

三宅昌文 樋口佑次

樋口佑次 ※高橋敏也
（9/16～）

樋口佑次

再診

樋口佑次

石井泰則

第2

第4

第1

第3

第5

樋口佑次

樋口佑次

樋口佑次
（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

鷲山憲治 

飛梅　亮 

国立高知
病院医師

竹田修司

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

｢

シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ｣

参
加
者
募
集

　

膝
や
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
水
中
運
動

で
、筋
力
を
鍛
え
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ
る

と
共
に
、楽
し
く
温
水
プ
ー
ル
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
、介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

10
月
〜
２
月

　
　
　
　
　

毎
週
月
曜
日
コ
ー
ス:

30
人

　
　
　
　
　

毎
週
金
曜
日
コ
ー
ス:

30
人

　
　
　
　
　

12
時
15
分
〜
13
時
15
分

　
　
　
　
　

市
立
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
　

65
歳
以
上
の
市
民
で
介
護
保

　
　
　
　
　

険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

　
　
　
　
　

い
な
い
人

　
　
　
　
　

水
中
ス
ト
レ
ッ
チ

　
　
　
　
　

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス 

な
ど

　
　
　
　
　

（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　

所
属
の
指
導
者

　
　
　
　
　

無
料

　
　
　
　
　

　

（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎（
３
４
）２
０
７
１
　
　
　
　
　
　
　

　

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

９
月
９
日（
金
）〜
27
日（
火
）

※

申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
は
未
受

　

講
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
終
了
後
、半
年
に
１
回
体
力

　

測
定
お
よ
び
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

　

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
庁
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係
　
　

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

※
高
橋
医
師
は
、9
月
16
日
よ
り
第
１
・
３
・
５
金
曜
日
の
午
後
再
診
を
担
当
し
ま
す
。

実
施
期
間

定

員

時

間

場

所

対

象

者

運
動
内
容

講

師

参

加

料

申
込
方
法

受
付
期
間
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注1）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診券を送付している人および40歳以上の協会けんぽ等加入
の被扶養者で市に事前に予約済みの人が対象です。    

注2）古津賀ふれあい会館は、「平和な湯」の北側です。    
※9月17日までの計画については、広報四万十8月号に掲載しています。    
【問い合わせ先】　　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132    

事　　業　　名　

胃がん検診

特定健診結果説明会

特定健診（生活習慣病健診）注1

ぴよっこクラブ（親子の集い）

乳児健診

健康の集い

出張料理教室

胸部レントゲン（肺がん検診）

特定健診結果説明会

献血

特定健診結果説明会

特定健診（生活習慣病健診）注1

特定健診（生活習慣病健診）注1

特定健診（生活習慣病健診）注1

特定健診（生活習慣病健診）注1

マム＆チルドレン

胃がん検診

特定健診（生活習慣病健診）注1

胃がん検診

定例健康相談

健康相談

胃がん検診

胃がん検診

子宮がん検診

子宮がん検診

乳児健診

子宮がん検診

子宮がん検診

子宮がん検診

胃がん検診

胃がん検診

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

離乳食相談

胃がん検診

マム＆チルドレン

献血

妊婦教室

胃がん検診

医師による子育て相談【要予約】

3歳児健診

月　 日

9月20日（火）

9月21日（水）

9月22日（木）

9月26日（月）

9月27日（火）

9月28日（水）

9月29日（木）

9月30日（金）

10月 3日（月）

10月 4日（火）

10月 5日（水）

10月 6日（木）

10月 7日（金）

10月11日（火）

10月12日（水）

10月13日（木）

10月14日（金）

該当地区

中筋

中村

東山

中村

大川筋

東山

富山

富山

富山

蕨岡

蕨岡

富山

蕨岡・富山

大川筋

中筋

東中筋

下田

下田

時　　間

8:00～10:00

10:00集合/13:30集合

9:30～10:30　13:30～14:30

9 :30～11:30

12:50～13:30

13:30～

10:00～

個別通知

10:00集合/13:30集合

12:30～17:00

10:00集合/13:30集合

9:30～10:00

13:00～14:00

9:30～10:30

14:00～15:00

10:00～11:30

7:30～ 8:30

9:30～10:30　13:30～14:30

7 :30～ 8:30

9:00～11:00

13:30～15:00

7:30～ 8:30

7:30～ 8:30

9:30～10:30

13:00～14:00

12:50～13:30

9:30～10:20

11:10～12:00

13:30～14:30

8:00～10:30

8:00～10:30

9:30～11:00　13:00～14:30

9 :30～11:00

13:00～14:30

7:30～ 8:30

10:00～11:30

13:00～16:30

13:30～15:30

7:30～ 8:30

9:00～12:00　13:00～17:00

12:50～13:30

場　　　所

中筋小学校

市役所 3階 会議室

安並スポーツセンター

西土佐保健センター

市役所 3階 会議室

玖木公民館

奥屋内下集会所

中村街地区

かわらっこ

マルナカ四万十店

古津賀ふれあい会館 注2

片魚ふれあいの里

旧常六小学校

富山地区集会所

蕨岡生活改善センター

具同体育センター

大宮出張診療所

蕨岡生活改善センター

本村小学校

西土佐分署横

市役所 1階 相談室

奥屋内へき地出張診療所

津野川小学校

富山地区集会所

蕨岡生活改善センター

市役所 3階 会議室

かわらっこ

中筋消防屯所

JA西部事業所

竹島集会所

下田地区集会所

市役所 3階 会議室

市役所 3階 会議室

市役所 3階 会議室

口屋内出張診療所

具同体育センター

西土佐地区公民館

市役所 3階 会議室

中半 四万十楽舎

市役所 保健介護課

市役所 3階 会議室

がんサロンとはがん患者やその家族が集まって悩みや体験などを語り合う場所です。
がんに関する悩みや、不安など日頃思っていることを患者・家族同士でお話ししてみませんか。
なお、個別相談希望の場合は事前予約の際に申し出ください。

日　時　9月16日（金）　13時～15時　　場　所　高知県幡多総合庁舎 2階会議室

【問い合わせ・申込先】　がん相談センターこうち（こうち男女共同参画センター ソーレ内）
0088(854)8762 　※前日までに要予約

がん相談センター　こうち出張サロンがん相談センター　こうち出張サロン

91年に1度は健診を
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～管理栄養士からのメッセージ～

かぼちゃスープ

①かぼちゃは皮をむき、２cmくらいの角切りにする。
②鍋を熱してバターを入れ、薄切りにした玉ねぎをしんなり炒め
る。
③②にかぼちゃ、水、コンソメを加えて煮る。
④③をミキサーにかけ、鍋に戻して、塩、牛乳を加えて混ぜながら
さっと煮立てる。
⑤ 器に入れて刻みパセリを散らす。
※かぼちゃをレンジにかけて火を通すと時間短縮になります。
（600Wで約5分）

作
り
方

国民健康保険からのお知らせ

●
一
部
負
担
金
の
減
免
・
徴
収

　

猶
予
制
度
に
つ
い
て

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
こ

と
に
よ
り
、そ
の
生
活
が
著
し
く
困

窮
し
、一
部
負
担
金（
医
療
費
）を
支

払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、一
部

負
担
金
を
減
免
・
徴
収
猶
予
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）震
災
、風
水
害
、火
災
そ
の
他

　
　

こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

　
　

り
死
亡
し
、若
し
く
は
障
害
者

　
　

と
な
り
、又
は
資
産
に
重
大
な

　
　

損
害
を
受
け
た
と
き

（
２
）干
ば
つ
、冷
害
、凍
霜
害
等
に

　
　

よ
る
農
作
物
の
不
作
、不
漁
、

　
　

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
理

　
　

由
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

　
　

少
し
た
と
き

（
３
）事
業
又
は
業
務
の
休
廃
止
、失

　
　

業
等
に
よ
り
収
入
が
著
し
く

　
　

減
少
し
た
と
き

（
４
）そ
の
他
右
記
に
類
す
る
事
由

　
　

が
あ
っ
た
と
き

詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

国
保
係
　
　
　

0（
3
4
）1
1
1
4

（
総
合
支
所
）住
民
課 

住
民
国
保
係
　

0（
5
2
）1
1
1
1

国保を脱退するとき
変更が

生じたとき
国保に加入するとき

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　

四
万
十
市
に
住
所
が
あ
っ
て
、職
場
の
健
康
保

険
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
人
、後
期
高

齢
者
医
療
の
対
象
の
人
、生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
世
帯
の
人
以
外
は
、す
べ
て
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
人
で
、お
お
む
ね
１
年
以
上
滞

在
す
る
場
合
は
、国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
こ
ん
な
と
き
は
必
ず
１４
日
以
内
に
届
け
出
を

　
　
　
　

①
市
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き

　
　
　
　

②
職
場
の
健
康
保
険
等
を
や
め
た
と
き

　
　
　
　

③
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者
か
　

　
　
　
　
　

ら
は
ず
れ
た
と
き
　

　
　
　
　

④
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
　

　
　
　
　

⑤
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

　
　
　
　

①
市
外
に
転
出
す
る
と
き

　
　
　
　

②
職
場
の
健
康
保
険
等
に
入
っ
た
と
き

　
　
　
　

③
職
場
の
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者
に
　

　
　
　
　
　

な
っ
た
と
き
　

　
　
　
　

④
死
亡
し
た
と
き
　

　
　
　
　

⑤
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
　

　
　
　
　
　

と
き

　
　
　
　

①
市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
　
　
　

②
世
帯
主
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

　
　
　
　

③
世
帯
を
分
け
た
り
、一
緒
に
し
た
と
き
　

　
　
　
　

④
修
学
の
た
め
市
外
に
転
出
す
る
と
き

（西土佐診療所　管理栄養士 篠田知佐）

栄養成分【１人分】

エネルギー：152cal
たんぱく質：4.8g
脂　　　質：6.1g
カルシウム：122㎎
塩　　　分：1.2g

材料( 4人前 )

かぼちゃ（皮除く）……200g
玉ねぎ…………………200g
バター…………………12g
水………………………200g
コンソメ………………2g
塩………………………4g
牛乳……………………400g
パセリ…………………適量

　食べ物を飲み込みにくい人でも、トロミがついているものや口当た
りがなめらかなものはのどごしがよく、飲み込みやすくなります。
　そこで今回はかぼちゃスープをご紹介します。
　かぼちゃはホクホクとした粉質が特徴なので、煮物以外に、お菓子
やポタージュにむいています。切り口の色が濃いかぼちゃほどカロテ
ンが豊富です。豊富なカロテンを効率よく摂るには、油といっしょに
とることで吸収がよくなります。また、抗酸化作用があるビタミンEを
多く含んでいるので、疲れやすい時期には積極的に食べたい野菜の一
つです。
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四
万
十
市
認
知
症
家
族
の
会
　

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

　

青
蘭
会
で
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
仕
事
や
子
育
て
な
ど
自
立
し
て
い
く
上
で
の
悩
み
を
共

有
し
、助
け
合
い
励
ま
し
あ
え
る
仲
間
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
相
談
し
に
き
ま
せ
ん
か
？

9
月
28
日（
水
）
　

19
時
〜
21
時

働
く
婦
人
の
家 

2
階
和
室

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
財
）高
知
県
母
子
寡
婦
福
祉
団
体 

高
知
県
青
蘭
会
連
盟 

四
万
十
支
部

☎
0
8
0-

5
6
6
2-

7
4
2
2（
横
山
）

　

※
電
話
に
出
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。折
り
返
し
連
絡
し
ま
す
の
で
、番
号
通
知
で
か

　
　

け
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
、

　

困
っ
て
い
る
こ
と
等
を
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
？

　

身
体
障
害
者
連
盟
は
昭
和
24
年
12
月
16
日
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、障
害
者
の
福
祉
向
上
を
願
い

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
週
１
回
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
日
や
、２
週
間
に
１
回
の
カ
ラ
オ
ケ
の
日

な
ど
で
は
賑
や
か
に
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、尚
一
層
力
を
強
め
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、力
を
と
も
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
身
体
障
害
者
連
盟
会
長  

上
岡
淳
宏

☎
0
9
0-

2
8
9
1-

0
5
3
5

身
体
障
害
者
連
盟
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

四
万
十
市
精
神
障
害
者
家
族
会「
虹
の
会
」

　

心
の
病
気
を
持
つ
家
族
と
ど
う
関
わ
れ
ば
良
い
の
か
困
っ
て
い
る
、病
気
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り

た
い
…
な
ど
、日
々
の
不
安
や
悩
み
に
つ
い
て
、お
互
い
に
知
恵
や
経
験
等
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

虹
の
会
で
は
、精
神
障
害
者
家
族
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
み
ん
な
で
共
有
し
、家
族
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
係（
虹
の
会
事
務
局
） 

☎（
3
4
）1
1
2
0

幡
多
ブ
ロ
ッ
ク
精
神
障
害
に
関
す
る
研
修
会

　

幡
多
地
域
在
住
の
精
神
障
害
者
お
よ
び
ご
家
族
の
ほ
か
、そ
の
他
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
、た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　

〜
対
人
関
係
療
法
を
学
ぶ
〜

　
　
　
　

「
対
人
関
係
の
悩
み
を
解
決
し
、対
人
関
係
か
ら
力
を
も
ら
う
」

　
　
　
　

水
島
広
子 

先
生

　
　
　
　

（
水
島
広
子
こ
こ
ろ
の
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

　
　
　
　

10
月
12
日（
水
）
　

10
時
〜
12
時（
受
付

：9
時
30
分
〜
）

　
　
　
　

市
立
中
央
公
民
館 

2
階
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
福
祉
保
健
所 

健
康
障
害
課 

精
神
保
健
福
祉
担
当  

☎（
3
4
）5
1
2
4

日
時

場
所

日
時

場
所

テ
ー
マ

講
　

演

講
　

師

日
　

時

場
　

所

あ
つ
ひ
ろ

　

皆
さ
ん
、介
護
の
悩
み
や
戸
惑
い
、日
々
の
不
安
な
ど
…
共
に
、ど
う
し
た
ら
よ
い
か
知
恵

や
経
験
を
出
し
合
い
、ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

初
め
て
の
方
、介
護
を
終
え
た
方
、関
係
機
関
の
方
な
ど
、た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

9
月
28
日（
水
）
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
ア
ル
メ
リ
ア
」

☎（
3
4
）2
3
7
3

家
族
の
方
だ
け
で
も
、認
知
症
の
方
と
ご
一
緒
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
参
加
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局

　

松̈
岡
時
規
子
　

☎（
3
4
）4
5
2
8 

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

☎（
3
4
）0
1
7
0

アルメリア小西石油

アイドル

市民病院

ピノキオ

松本薬局
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市
で
は
、少
子
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
男
女
に
出

会
い
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
た
め
に

「
す
て
き
な
出
会
い
オ
ー
タ
ム
パ
ー
テ
ィ

ー
in
四
万
十
」を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、多

く
の
方
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

11
月
20
日(

日)

　

17
時
30
分
〜
20
時
30
分

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

男
性
・
女
性
と
も
各
30
人
程
度

3
0
0
0
円（
飲
食
代
）

市
内
お
よ
び
近
郊
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
50
歳
以

下
の
独
身
男
女

（
原
則
と
し
て
市
内
在
住
者
を
優
先
し
ま
す
）

※
年
齢
は
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在

10
月
28
日（
金
）

※
先
着
受
付
順
で
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
の
で
、お
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送（
ハ
ガ
キ
、チ
ラ
シ
の
申
込
書
）、F
A
X
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
て

※
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、年

齢
、性
別
、電
話
番
号（
自
宅
・
携
帯
）、職
業
、趣
味
、ニ

ッ
ク
ネ
ー
ム
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
7
8
7-

8
5
0
1  

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4-

10
　

（
市
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

「
す
て
き
な
出
会
い
オ
ー
タ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
in
四
万
十
」事
務
局

☎（
3
4
）1
8
0
1   

F
A
X(

3
4)

1
8
8
0

E
-m
a
il : k

a
te
ifu
k
u
si@
c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp
 

日　
　

時

場　
　

所

募
集
人
数

参 

加 

費

参
加
対
象

申
込
期
限

申
込
方
法

すてきな出会い オータムパーティー in四万十

【問い合わせ先】　

四万十市子育て支援センター“ぽっぽ”
右山元町1丁目2－10　0（35）3748

保育所名

もみじ保育所

下田保育所

竹島保育所

　月　日

9月2 0日

1 0月4日

1 0月5日

火

火

水

時　間

10:00～11:00

10:00～11:00

9:30～10:30

駐車場

なし

数台分有

〃

※雨天の場合は中止します。

園庭開放

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象

　お母さんと一緒にかけっこをしたり、ブーブーカーに
も乗るョ。  
　みんなでうんどうかいごっこを楽しもう♪

体育あそび　①②③

時

場

①9月 27日（火）、②29日（木）、③30日（金）

9:30 ～ 11:30　
子育て支援センター

　初めて参加を希望される人は、準備などの都合が
ありますので、あらかじめご連絡ください。①など番
号が付いている活動は、各日程ごとにグループに分
かれます。

その他の活動

(体育あそび)
　ブーブーカーに乗せてもらってお母さんと一緒にたの
しく遊ぼう♪さあ！出発～！！

ぴよちゃんクラブ　①②

時

場

①10月 4日（火）、②5日（水）　9:30 ～ 11:30

子育て支援センター

　9月生まれのお友だちのお誕生日をみんなでお祝いしよ
うね。

お誕生会

時

場

［1、2、3歳児］　
［ぴよちゃんクラブ］ 
子育て支援センター

　“ぽっぽ”でしている踊りやゲームをして、お母さんやお
友だちと運動会ごっこを楽しもう！

育児相談
　相談日／月～金曜日　9:30～11：30、13：00～17：00
子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽にご
相談ください。
電話相談だけでなく、直接来所しての相談にも応じます。
※家庭相談員による育児相談も行っています。
（毎月第3木曜日　9：30～11：30）

みんなで運動会

時

場

10月14日（金）　9:30～11:30
子育て支援センター

9月22日（木） 9：30～11：30｝
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お誘い合わせのうえ、ご来場ください

第７回 四万十市文化祭（9月～10月前半）

行 事 名 開催日 時　間 会　　　場

主催　四万十市　四万十市教育委員会　四万十市文化祭執行委員会
後援　高知新聞社　読売新聞高知支局　毎日新聞高知支局　朝日新聞高知総局　ＮＨＫ高知放送局　ＲＫＣ高知放送
　　　ＫＵＴＶテレビ高知　KSSさんさんテレビ　エフエム高知

10月後半以降の行事は、広報四万十10月号でご案内します
【問い合わせ先】（市）教育委員会 生涯学習課　 （34）7311

第
17
回

　

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
、多
数
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
は
業
務
分
担
を
行
い
、ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
を
作

成
し
た
う
え
で
、約
２
０
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
暖
か

く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
ま
す
の
で
、ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
、左
記
の
日
程
に
て

開
催
い
た
し
ま
す
。全
体
会
の
後
に
各
班
別
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
の
で
、必
ず
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

①
中
村
事
務
局
へ
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
人

　
　

日
　

時
　

10
月
５
日（
水
）
　

18
時
30
分
〜

　
　

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
　

２
階
大
ホ
ー
ル 

ほ
か

　
　

※

１
日
の
み
開
催
で
す
。

②
西
土
佐
事
務
局
へ
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
人
お
よ
び

　

依
頼
さ
れ
た
人

　
　

日
　

時
　

10
月
上
旬
予
定
　

19
時
30
分
〜

　
　

場
　

所
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
大
会
当
日
の
お
願
い

　
　

大
会
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
道
路
は
道
幅
の
狭
い

　

と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
　

当
日
は
ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保
は
も
と
よ
り
、大

　

会
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ
う
コ
ー
ス
内
へ
の
自
動

　

車
の
乗
り
入
れ
は
で
き
る
だ
け
自
粛
し
て
い
た
だ
き

　

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

（
３
４
）０
６
０
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）４
８
９
４

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

西
土
佐
事
務
局

（
５
２
）１
１
１
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
２
）１
４
４
６

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
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刑
死
１
０
０
周
年
の
記
念
の
年
に

あ
た
っ
て
、
幸
徳
秋
水
の
足
跡
を
見

つ
め
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
展
準
備
中
に
、
秋
水

か
ら
三
申
へ
の
書
簡
の
コ
ピ
ー
が
見

つ
か
り
、
所
有
者
に
連
絡
を
と
っ
た

結
果
、
こ
れ
ま
で
公
に
さ
れ
て
い
な

い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
書
簡
原
物
も
借
り
受
け
、
新

発
見
資
料
と
し
て
展
示
す
る
予
定
で

す
。

　
　
　

※

小
泉
三
申（
1
8
7
2
〜
1
9
3
7
）

　

名
は
策
太
郎
。1
8
9
4
年
、
入
社
し

た
『
自
由
新
聞
』
で
秋
水
と
親
交
を
結
び
、

そ
れ
以
降
、
秋
水
に
多
く
の
支
援
を
す
る

と
と
も
に
執
筆
依
頼
な
ど
も
行
っ
た
。

　

日
　

時
　

9
月
10
日（
土
）〜
25
日（
日
）

　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

　

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

１
階
　

　
　
　
　
　

展
示
ホ
ー
ル
お
よ
び
大
会
議
室
Ⅰ

　

主
な
展
示
品

　
　

「
秋
水
か
ら
三
申
宛
の
書
簡（
11
月
6
日
）」

　
　

「
管
野
ス
ガ 

針
文
字
書
簡
」

　
　

（
我
孫
子
市
教
育
委
員
会
提
供
）

　
　

「
秋
水
の
絶
筆（
漢
詩
）」、「
秋
水
工
夫
の
暗
号
」、

　
　

「
幸
徳
幸
衛
氏
の
自
画
像
」 

な
ど

　

※

日
頃
は
、
公
開
し
て
い
な
い
も
の
も
、
所
有
者
の
ご
好

　
　

意
に
よ
り
出
品
す
る
ほ
か
、秋
水
の
中
村
在
住
当
時
の

　
　

町
並
写
真
や
古
地
図
も
展
示
し
ま
す
。

　

幸
徳
秋
水
刑
死
百
周
年
記
念
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
、
大
逆
事
件
の
関
係

者
の
交
流
を
主
な
目
的
と
し
た
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
　

時
　

9
月
24
日（
土
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

　

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

2
階 

大
ホ
ー
ル

幸
徳
秋
水
展   

伝
次
郎
か
ら
秋
水
へ

大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

市
立
図
書
館 　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

☎
（
3
５
）
２
９
２
３

　
　

（
市
）
教
育
委
員
会

　

 　
　

 

生
涯
学
習
課
　

　
　
　

☎
（
3
4
）
7
3
1
1

秋水から三申宛の書簡（11月6日）

大逆事件の真実をあきらかにする会（東京都）
「大逆事件」犠牲者を顕彰する会（和歌山県新宮市）
本宮町「大逆事件」犠牲者の名誉回復を実現する会

（和歌山県田辺市）
森近運平を語る会（岡山県井原市）
「大逆事件」再審検討会（大阪市）
国際啄木学会（広島市）
熊本近代史研究会（熊本市）
真宗大谷派（滋賀県長浜市）
幸徳秋水を顕彰する会（四万十市）

参加団体（予定）

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
四
万
十
川
で
あ
る
。生
ま
れ
て
三
才
に
も
満
た
ぬ
頃
ま

で
は
津
賀
の
里
に
い
た
。そ
し
て
、藤
の
川
、江
川
崎
、津
野
川
と
暮
ら
し
を

移
す
の
だ
が
、父
母
が
津
野
川
で
商
い
を
始
め
、川
漁
師
に
も
手
を
染
め
て

暮
ら
し
を
確
立
し
て
い
く
に
は
遠
い
日
々
の
連
続
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測

す
る
。

　

家
の
す
ぐ
近
く
に
は
、庄
屋
さ
ん
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。家
主
は
京
都
に
い

る
と
か
で
、留
守
番
の
お
じ
い
さ
ん
が
、守
を
し
て
い
た
。話
じ
ょ
う
ず
で
、

聞
き
じ
ょ
う
ず
な
の
で
、僕
ら
は
み
ん
な
で
群
れ
た
。

　

母
が
店
を
開
く
た
め
に
手
に
入
れ
た
家
は
、宙
に
浮
か
ん
で
い
た
。谷
川

か
ら
道
路
の
高
さ
ま
で
柱
で
持
ち
上
げ
、そ
れ
を
基
礎
に
上
階
が
店
と
暮
ら

し
の
空
間
で
あ
る
。雨
台
風
に
も
風
台
風
に
も
弱
い
の
だ
。

　

風
台
風
の
時
、父
が
笑
顔
を
無
く
し
た
状
態
で
動
い
て
い
た
。
そ
こ
に
現

れ
た
庄
屋
の
お
じ
い
さ
ん
。父
に
何
か
を
告
げ
、庄
屋
の
屋
敷
へ
戻
っ
た
。父

と
お
じ
い
さ
ん
二
人
が
地
面
に
杭
を
打
ち
、ロ
ー
プ
で
住
宅
を
縛
り
に
入
っ

た
の
は
、そ
れ
か
ら
少
し
た
っ
て
か
ら
だ
。台
風
は
強
か
っ
た
。私
た
ち
は
庄

屋
の
家
に
逃
れ
て
台
風
を
や
り
過
ご
し
た
。そ
の
屋
敷
は
佐
賀
の
乱
の
折
、

江
藤
新
平
の
隠
れ
家
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

そ
の
何
年
か
後
、我
が
家
は
台
風
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
。四
万
十
川
の
氾

濫
と
争
い
続
け
た
我
が
家
で
あ
る
が
、両
親
共
に
、四
万
十
川
を
見
下
ろ
す

位
置
に
今
は
眠
る
。

　

２
年
程
前
高
校
の
同
窓
会
が
あ
り
四
万
十
川
を
訪
ね
た
。
開
発
は
あ
る

が
、自
然
破
壊
と
は
言
え
な
い
。過
去
が
、自
然
の
力
で
蘇
っ
て
い
る
。

　

四
万
十
市
、新
し
い
都
市
だ
。規
模
の
こ
と
は
と
も
か
く
、心
豊
か
な
町
を

求
め
た
い
。

ふ
る
さ
と
は
四
万
十
川

笹
山
久
三(

芝
久
己)

神
奈
川
県
横
浜
市

昭
和
25
年
生
ま
れ 

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り
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人権教育推進講座受講生募集

●

　

７
月
27
日
〜
8
月
1
日
、
東
京
都
の
成
城
学
園
初
等
部
10
名
が
幡

多
地
域
に
修
学
旅
行
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
7
月
27
日（
水
）、
28
日（
木
）の
2
日
間
、
大
川
筋
地
域

の
各
川
漁
師
さ
ん
の
家
で
、
川
エ
ビ
漁
体
験
を
含
め
た
民
泊
を
行
い
、

28
日
の
日
中
は
、「
か
わ
ら
っ
こ
」で
の
カ
ヌ
ー
体
験
、「
ト
ン
ボ
自
然

公
園
」で
の
環
境
学
習
と
、
四
万
十
川
学
遊
館
内
で
の「
私
は
誰
で
し
ょ

う
」ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
、
民
泊
体
験
中
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
各
家
庭
を
回
り
、
体

験
の
様
子
を
見
学
し
な
が
ら
、
最
後
は
勝
間
の
三
浦
さ
ん
宅
で
宿
泊
。

「
会
話
が
弾
ん
で
楽
し
い
宿
泊
で
し
た
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

成
城
学
園
は
、
幡
多
地
域
で
の
修
学
旅
行
は
初
め
て
で
し
た
が
、
感

触
は
と
て
も
良
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。今
後
も
、
引
き
続
き
、
幡

多
地
域
へ
修
学
旅
行
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

問
　

四
万
十
市
体
験
型
観
光

　
　
　

受
入
研
究
会
事
務
局（
観
光
課
）

　

  

　
　
　
　

☎（
３
４
）１
７
８
３

民泊の様子を見学中、
民泊家庭でスイカを御馳走になる校長先生

民泊日の夕方、
コロバシを漬けに川船で移動中

トンボ公園で、実際にトンボを捕って、
特徴などを説明している様子

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り

1

2

3

4

5

6

講座 日　　　時 講　　　　師 内　　　　　　　　容

9月28日（水）

13時30分～16時45分

10月19日（水）

13時30分～16時30分

11月2日（水）

13時30分～16時30分

11月30日（水）

13時30分～16時30分

12月14日（水）

13時30分～16時30分

平成24年1月18日（水）

13時30分～16時45分

堀川　美彌

（高知県人権啓発センター）

山﨑　源生
（西部教育事務所）

吉田　文茂
（高知県人権啓発センター）

山本　衞
（四万十市人権啓発講師）

松下　明美
（高知県人権啓発センター）

吉本　千史

（高知県人権啓発センター）

竹村　元一

（高知県人権啓発センター）

能津　利尚

（高知県人権啓発センター）

ほりかわ み　や

やまさき みなお

よしだ ふみよし

やまもと まもる

まつした あけみ

よしもと ちふみ

開講式
身近な人権課題～人権全般
テーマ：わたしからはじまる人権
講義、班別学習

身近な人権課題～
同和問題、外国人の人権
テーマ：出会いを豊かさに
講義、班別学習

身近な人権課題～子どもの人権
テーマ：人が人らしく
講義、班別学習

身近な人権課題～女性の人権、ＨＩＶ感染者等の人権
テーマ：男女共同参画社会の実現に向けて
講義、班別学習

身近な人権課題～
障害者・高齢者の人権
テーマ：ともに、いきいきとくらす
講義、班別学習

身近な人権課題～
人と人が支え合う人権尊重の社会を目指して
テーマ：学習のふりかえり、気づきを行動へ
講義、班別学習
閉講式

　社会福祉センター（右山五月町）　　　　　　市民、企業・団体
　40人　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月21日（水）まで　※土、日、祝日を除く
　無料
　電話で申し込み。企業・団体などは、別途申込書が必要。
　　　　　　　　　　【問い合わせ・申込先】（市）人権啓発課　☎（35）1035

たけむら もといち

のうづ としひさ

すげ
～

場　　所
募集人員
受 講 料
申込方法

対 象 者
申込期限

　日常生活のなかにあるさまざまな人権課題を解決するために、企業・団体、市民を対象に人権教育推進講座を
計画的、系統的に実施します。一緒に学習してみませんか。

校長先生

平
成
23
年
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四万十川花絵巻　曼珠沙華の巻
食の祭典～四万十 天然づくし～

四万十川で獲れる天然物の鮎、ウナギ、川エビ、青さのり天ぷらを中村飲食店組合が料理し提供します。
四万十川のほとり、曼珠沙華を愛でながら、四万十川の秋の味が味わえます。

日　時　9月24日（土）、25日（日）　10時～15時※お好きな時間でお越しください。
会　場　入田柳林（雨天時：物産館サンリバー四万十）
予約受付

　

※四万十山川海弁当以外は当日も販売していますが、事前予約することで必ずお召し上がりいただけます。

申込方法　電話または四万十市観光協会ホームページからお申し込みください
申込期限　9月16日（金） 17時　※天然食材の用意のため、申込期限以降のキャンセルについては、キャンセル料が発生します。
臨時循環バス：①→②→③→④→⑤→⑥の順番で巡回します

　　＊運行の関係上、若干時間のズレが生じる場合があります。
　　＊雨天時は、バスの運行ではなく、四万十市観光協会が個別対応します。

　　【問い合わせ・申込先】
　　四万十市観光協会　☎（35）4171

会場地図
四万十川
桜づつみ公園

四万十川
キャンプ場

入田

赤鉄橋←具同 大橋通→

会場会場

百
笑
町

臨時停留所バス 停留所発車予定時間

1 四万十市観光協会前
　（物産館サンリバー四万十敷地内）

2 中村駅

3 市役所駐車場

4 新ロイヤルホテル四万十前

5 中村プリンスホテル前

6 入田会場

9:25　10:10　10:55　11:40　12:25　13:30　14:15　15:20

9:32　10:17　11:02　11:47　12:32　13:37　14:22　15:27

9:40　10:25　11:10　11:55　12:40　13:45　14:30　15:35

9:44　10:29　11:14　11:59　12:44　13:49　14:34　15:39

9:55　10:40　11:25　12:10　12:55　14:00　14:45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  15:05発

9:20　10:05　10:50　11:35　12:20　13:05　14:10　15:15

天 然 鮎

天 然 川 エ ビ

天 然 う な ぎ

青さのり天ぷら

四万十山川海弁当

１ 　 匹

１ 人 前

１ 人 前

１ 人 前

１ 人 前

1,200円

300円

800円

300円

1,500円（要事前予約)

　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、９
月
上
旬
は
オ
ニ
ヤ
ン

マ
の
観
察
が
お
す
す
め
で
す
。特
に
、ト
ン
ボ
王
国
発
祥
の
池
が
あ

る
右
側
の
谷
に
広
が
る
湿
地
保
護
区
に
多
く
、晴
天
な
ら
午
前
９
時

前
後
と
午
後
４
時
前
後
に
複
数
の
オ
ス
が
山
際
の
水
路
の
上
を
行

き
来
し
て
い
ま
す
。メ
ス
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
産
卵
は
、オ
ス
の
パ

ト
ロ
ー
ル
が
沈
静
化
す
る
午
前
10
時
過
ぎ
か
、再
会
す
る
前
の
午
後

３
時
頃
に
遭
遇
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
す
。中
旬
か
ら
は
赤
ト
ン

ボ
・
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、周
辺
の
林
縁
で
夏
を
過
ご
し
て
き
た
マ

ユ
タ
テ
ア
カ
ネ
や
リ
ス
ア
カ
ネ
が
水
辺
に
戻
っ
て
き
ま
す
。気
温
が

高
い
時
期
に
は
木
陰
で
ハ
ネ
を
休
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、少

し
見
つ
け
難
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

花
の
方
は
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
農
道
沿
い
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
真
紅
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
下
旬
に
な
る
と
、
や
は
り
右
側
の

谷
入
り
口
近
く
の
水
際
で
ツ
リ
フ
ネ
ソ

ウ
が
、そ
の
名
の
通
り
小
舟
を
吊
り
下
げ

た
よ
う
な
形
の
花
を
咲
か
せ
始
め
ま
す
。

こ
の
花
の
蜜
を
求
め
、ハ
チ
ド
リ
に
似
た

姿
の
蛾
、ホ
シ
ホ
ウ
ジ
ャ
ク
が
多
く
や
っ

て
く
る
の
で
、カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の
方
に

は
格
好
の
シ
ャ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
に
な
り

ま
す
。

オニヤンマの産卵

オニヤンマ ツリフネソウ
平
成
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下水道事業受益者負担金

　　　　　　　　　　2期分

国民健康保険税　3期分

固定資産税　3期分

問

第3回 子犬の譲渡会
日
　

時
　

9
月
28
日（
水
）
　

9
時
30
分
〜

場
　

所
　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

（
古
津
賀
3
0
9
6
‐
3
4
）
　

☎（
3
4
）6
2
5
2

■
子
犬
を
譲
り
た
い
人
は
…

　

●
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま
で
連
絡
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

　

●
譲
渡
す
る
子
犬
は
、
原
則
と
し
て
生
後
２
〜
３
ヶ

　
　

月
の
健
康
な
子
犬（
離
乳
済
み
）で
す
。

　

●
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
子
犬
を
連
れ
て
き
て

　
　

く
だ
さ
い
。

■
子
犬
を
飼
い
た
い
人
は
…

　

●
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
や
リ
ー
ド
を
持
っ

　
　

て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

●
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
講
習
を
受
け
て
い

　
　

た
だ
き
ま
す
。

　

●
原
則
と
し
て
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
　

代
理
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

　

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
ス
ク
ー

ル
ミ
ー
ル
ひ
が
し
や
ま
」
お
よ
び
「
ス

ク
ー
ル
ミ
ー
ル
な
か
む
ら
み
な
み
」
の

調
理
等
業
務
受
託
事
業
者
を
左
記
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容

　

市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
ス
ク
ー

　

ル
ミ
ー
ル
ひ
が
し
や
ま
」（
約
６
０
０

　

食
）
お
よ
び
「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
ル
な
か

　

む
ら
み
な
み
」（
約
１
、４
０
０
食
）
の

　

調
理
、
配
送
・
回
収
、
食
器
等
洗
浄
・
消

　

毒
保
管
、衛
生
管
理
ほ
か

委
託
予
定
期
間

　

平
成
24
年
4
月
1
日
〜

　

平
成
27
年
3
月
31
日

募
集
期
間

　

９
月
12
日（
月
）〜
10
月
７
日（
金
）

提
出
書
類

　

会
社
登
記
簿
謄
本
、
営
業
実
績
書
、
技

　

術
提
案
書 

等

※

希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
お
早
め
に
給

　

食
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問

募
　

集

市立学校給食センター調理等業務受託事業者募集

催
　

した
く
さ
ん
の
方
の
出
品
・
観
賞
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間

　

11
月
18
日（
金
）〜
24
日

　

9
時
〜
17
時（
24
日
の
み
16
時
ま
で
）

場
　

所
　

　

市
立
中
央
公
民
館

部
　

門
　

　

洋
画
、日
本
画
、書
道
、写
真
、工
芸
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

　

ザ
イ
ン

入
場
整
理
費
　

　

一
般：

1
0
0
円

　

高
校
生
以
下：
無
料

搬
入
日
時

　

11
月
5
日（
土
）、6
日（
日
）

　

9
時
〜
17
時
　

搬
入
場
所
　

　

市
立
中
央
公
民
館

※
開
催
・
募
集
要
項
お
よ
び
出
品
票
は
公
民
館
窓

　

口
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp
/

　

k
y
o
u
ik
u
/
a
rt/
e
x
h
ib
itio
n
.h
tm
l

第53回　四万十市美術展

〒787-0018　四万十市不破上町1949-1
四万十市立学校給食センター「スクールミールなかむらみなみ」
☎（35）1330　　FAX（35）1335
E-mail：kyusyoku@city.shimanto.lg.jp

申

問
(市）教育委員会 生涯学習課　

☎（34）7311

開
催
内
容

子
犬
を
譲
り
た
い
人
　

子
犬
を
飼
い
た
い
人
　

抽
選
・
譲
渡
犬
決
定
　

愛
犬
の
飼
い
始
め
講
習
会

子
犬
の
譲
り
渡
し

受
付
時
間

9
時
30
分
〜
10
時

10
時
〜
10
時
10
分

10
時
10
分
〜
10
時
20
分

10
時
20
分
〜
11
時

11
時
〜

高知県幡多福祉保健所 衛生環境課
☎（34）5119

　台風は平均で年間25.6個

発生し、そのうちの11.4個が

日本列島に接近します。上陸

したかどうかにかかわらず、

台風の中心がそれぞれの地

域から300km以内に入った

場合を「その地域に接近した

台風」としています。

　四国地方には、年間平均で

3.1個の台風が接近し、９月

には平均で0.9個、10月には

平均で0.3個の台風が接近し

ます。

　まだまだ台風が到来する

季節ですので、発生した場合

には台風の進路など、気象情

報には十分注意してくださ

い。

台風の接近件数

平
成
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国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田 二三生 ☎（35）6414
　        正木 卓夫　 ☎（37）2560

（本　　庁）総務課
　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　☎（52）1111

幡多福祉人材バンク
（四万十市社会福祉協議会内）
☎（35）5514

日本政策金融公庫
高知支店 農林水産事業
☎ 088-825-1091

行政相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

福祉のしごと
移動相談

福祉のしごと
日曜相談

無料農業経営相談

毎週月～金曜日
9時～17時

9月25日（日）
13時～17時

9月22日（木）

社会福祉
　　センター

社会福祉
　　センター

JA高知はた
　　本所3階

福祉関係の仕事に就職・転職を希望す
る人の登録と就職に関しての相談
（無料・秘密厳守）

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談
（要事前予約）

相
　

談

定期相談所

《相談委員》中平 貞行　☎（52）1632

9月20日（火）
13時～16時

10月7日（金）
9時～12時

10月7日（金）
9時～12時

9月14日（水）
13時30分～15時30分

特設人権相談所

藤ノ川集会所

藤ノ川集会所

高知地方法務局四万十支局

（事前予約制、1人30分以内）

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（無料、秘密厳守）
※9月14日は弁護士資格のある人権
　擁護委員が行います。

高知地方法務局

四万十支局

☎（34）1600

相
　

談

四国一斉「法務局くらしの相談所」

問
高知地方法務局総務課　

☎ 088（822）3331

　

土
地
、建
物
や
会
社
の
登
記
手
続
、相
続
や
遺
言

な
ど
に
関
す
る
相
談
を
は
じ
め
、
戸
籍
、
国
籍
、
人

権
に
関
す
る
相
談
や
、「
法
の
日
週
間
」お
よ
び「
公

証
週
間
」
に
ち
な
ん
だ
契
約
や
遺
言
等
の
公
正
証

書
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　

時
　
　

10
月
2
日（
日
）
　

10
時
〜
15
時

場
　

所
　
　

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
市
局

　
　
　
　
　

（
中
村
地
方
合
同
庁
舎
内
）

　

※
相
談
無
料
、予
約
不
要

相
　

談

行政書士無料相談

問

　

高
知
県
行
政
書
士
会
幡
多
支
部
主
催
に
よ
る
、

遺
言
、
相
続
、
老
後
の
生
活
、
そ
の
他
く
ら
し
と
官

公
署
に
関
わ
る
手
続
き
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
　

時
　

10
月
1
日（
土
）
　

9
時
30
分
〜
14
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

1
階 

創
作
室

事務局担当 河野

☎090-3461-0535

相
　

談

無料公証相談 四万十会場

問

　

10
月
1
日
〜
7
日
は「
公
証
週
間
」で
す
。

　

「
公
証
制
度
」
と
は
、
不
動
産
の
売
買
な
ど
の
重

要
な
契
約
を
交
わ
し
た
り
、
遺
言
を
さ
れ
た
り
す

る
際
、
法
的
に
特
別
の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い

る
文
書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
取
引
や
財
産
の
安
全

の
確
保
を
図
る
制
度
で
す
。

日
　

時
　

10
月
1
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

場
　

所
　

中
村
公
証
役
場

　

※
事
前
予
約
制
。電
話
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。

中村公証役場　☎（34）1728

相
　

談

不動産無料相談

問

　

（
社
）
高
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
専
任
相
談

員
が
、不
動
産
や
住
ま
い
に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　

時
　

9
月
21
日（
水
）
　

13
時
〜
16
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

3
階 

研
究
室

（社）高知県宅建協会

☎ 088（823）2001
問

相
　

談

犯罪被害者相談会 　

こ
う
ち
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
と
セ
ン

タ
ー
登
録
弁
護
士
が
、
殺
人
、
傷
害
、
強
制
わ
い
せ
つ

な
ど
の
身
体
的
被
害
や
、
詐
欺
な
ど
の
財
産
的
被
害
、

そ
の
他
犯
罪
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
人
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

日
　

時
　

9
月
20
日（
火
）
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

NPO法人 こうち被害者支援センター

☎088(854)7511

問

○多重債務者無料相談会
　（県）県民生活・男女共同参画課
　　　　☎ 088（823）9653
　（市）環境生活課　☎（35）4147

相
　

談　

借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
人
の
相
談
に
弁

護
士
、司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、返
済
生
活
で
の
疲
労
な
ど
で
心
身
に

不
調
を
抱
い
て
い
る
人
の
相
談
に
、
精
神
保
健

相
談
員
な
ど
が
応
じ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
無
料
の

相
談
会
と
な
り
ま
す
。

　

契
約
書
な
ど
の
債
務
の
状
況
が
わ
か
る
書

類
を
持
参
の
う
え
、直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
　

時
　

9
月
17
日（
土
）
　

10
時
〜
16
時

○
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

場
　

所
　

四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（
市
立
働
く
婦
人
の
家
内
）

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

　

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

同時開催

「多重債務者無料相談会」「こころの健康相談会」

　　○こころの健康相談会
　　　（県）障害保健福祉課
　　　　☎ 088（823）9669
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教
室
・
講
座

問 申

　

簡
単
な
6
つ
の
種
目
に
よ
っ
て
体
力
年
齢
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
後
の
健
康
維
持
・
向
上
の
た
め
、
体

力
に
自
信
の
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
調
査
は
、
同
じ
内
容
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す

　

の
で
、
続
け
て
参
加
す
る
こ
と
で
体
力
の
変
化
を
知

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
　

時
　

10
月
26
日（
水
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
〜
15
時
　
　

　
　
　
　

②
18
時
30
分
〜
20
時

 

（
ど
ち
ら
か
一
方
に
参
加
）

場
　

所
 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ（
安
並
）

対
象
者
 

市
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
〜
64
歳
の
人

　
　
　
　

（
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
）

募
集
人
数
　

男
女
各
18
人

申
込
期
間
　

10
月
7
日（
金
）ま
で

 

　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
方
法
　

電
話

第3回 男性の料理教室 　

短
時
間
で
調
理
で
き
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
料
理
を
作
り
、食
べ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
　

時
　

10
月
16
日（
日
）
　

11
時
〜
13
時
30
分

場
　

所
　

市
立
働
く
婦
人
の
家

講
　

師
　

谷
崎 

佐
千
代
　

対
象
者
　

市
内
居
住
の
男
性（
定
員
10
人
）

材
料
費
　

6
0
0
円

持
っ
て
く
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル

内
　

容
　

カ
レ
ー
な
ど

申
込
方
法

10
月
3
日
（
月
）
よ
り
本
人
に
限
り
窓
口
、
電
話
で

受
付

受
付
時
間
　

9
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　

  （
12
時
〜
13
時
、土
、日
、祝
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

募
　

集

新体力テスト

問 申

募
　

集

防衛省 平成23年度 各種学生等 募集

　  種　目

・ 握力

・ 上体起こし

・ 長座体前屈

・ 反復横とび

・ 急歩

・ 立ち幅とび

（市）教育委員会 社会体育課　

☎（34）2071

太　極　拳

日　程講座名 時　間 定 員 場　所 講　師 用意するもの 申込期間

働く婦人の家

２階　和室

9月14日（水）～

9月22日（木）～

働く婦人の家

1階 軽運動室

働く婦人の家

1階 軽運動室

18人

18人

13人19時～21時

19時～20時

19時～21時

働く婦人の家講座

10月1日～12月3日

毎週土曜日

（全10回）

10月6日（木）

～12月5日（月）

毎週月・木曜日

（全16回）

※初めての人を優先

きもの着付け

対　　象　市内に居住または勤務している女性　　　　　　受講料　いずれも無料
申込方法　本人に限り窓口・電話で受付（9時～17時15分／12時～13時、土、日、祝日を除く）
※ 定員になり次第締め切り　※ 講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

教
室
・
講
座

問 申 働く婦人の家　☎（34）6299

働く婦人の家　☎（34）6299

10月18日～11月15日

毎週火曜日

（全5回）

※初めての人を優先

骨盤体操

四万十市

太極拳協会

間崎 益美

シミズ

ダンス

スタジオ

   募集種目

防衛大学校

学生

防衛医科大

学校学生

看護学生

(看護師養成)

受付期間

および

試験会場

9月5日（月）

～30日（金）

 
試験会場

高知市

１次試験期日

11月5・6日

(土･日)

10月29・30日

(土･日)

10月22日

(土)

　受験資格

高卒(見込含)

24年4月1日

現在21歳未満

高卒(見込含)

24年4月1日

現在24歳未満

運動のできる服
装、タオル、運動
靴（上履き）、水
（水筒など）

運動のできる服

装、タオル、運動

靴（上履き）、水

（水筒など）

きもの一式

（初日は浴衣）

10月5日（水）～

■8月号28ページ情報掲示板【中村交響楽団第79回定期演奏会】のフルート独奏者のお名前に誤りがありましたので、お詫
　びして訂正します。

（正）竹吉　加枝　　　（誤）武吉　加枝

　

設
備
補
修
と
衛
生
管
理
の
た
め
に
一
斉

清
掃
を
し
ま
す
の
で
、左
記
の
期
間
を
休
館

し
ま
す
。

休
館
期
間

9
月
9
日（
金
）16
時
30
分

　

〜
15
日（
木
）

お
知
ら
せ

問

市立温水プール休館期間

（財）四万十市体育協会

（市民スポーツセンター内）

☎（34）2071

問 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096
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募　集　種　目 日　　時

◆もったいないセミナー
（仮題）四万十流お米のおいしい
食べ方～玄米をおいしく食べて健康に～

◆移住者相談事業

◆新分野進出講座
四万十のお米の
ブランド化

◆高付加価値型農業研修
有機農業

プロフェッショナル講座

会　　　　場 内　　　　容 講　　師

小暮シェフによる、健康食材の玄米と体を温
める野菜・四万十の素材をふんだんに使った
簡単料理のデモンストレーションと講演

米ビジネスのケーススタディ
①米ビジネスをサービス業に展開するには

米ビジネスのケーススタディ
②米ビジネスを六次産業化するためには

ダイコン・ニンジンの播種など（天候や圃場
の状況で内容変更の可能性あり）
※野外研修のため作業のできる服装で、熱中
症対策のための飲み物をご用意ください。

9月13日（火）

14：00～16：30

9月14日（水）

14：00～16：30

9月15日（木）

14：00～16：30

9月21日（水）

14：00～17：00

9月22日（木）

9：00～12：00

9月10日（土）

11：00～16：00

実地研修 鍋島圃場

（集合：あぐりっこ

研修センター）

「「平成23年度　高知県UIターン就職相談会」にブースを構え、四万
十市へ移住・就職希望の方に関連する様々な情報提供を行います。
関東地域にお住いのご親戚・ご友人などで四万十市への移住希望
の方がいらっしゃいましたら、お声かけをお願いします。　
　 高知県経営者協会 就職支援室　☎ 088（871）0987

山下　一穂 氏

（有機のがっこう

「土佐自然塾」塾長）
座学

あぐりっこ研修センター

市立中央公民館　

調理室

市立中央公民館　

3階 研修室Ⅱ

河野　律子 氏

(河野経営研究所)

小暮　剛 氏

（出張料理人・

料理研究家）

問
四万十市雇用創造促進協議会　 （34）0232
ホームページ http://shimanto-koyo.com

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや高知新聞折込チラシを
ご覧のうえお申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。

四万十市雇用創造促進協議会　9月開催講座

TKP渋谷カンファ
レンスセンター
（東京都渋谷区
渋谷2-17-3）

品目別栽培方法の詳細

■
下
水
道
相
談 

〜
毎
年
9
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す
〜

　

下
水
道
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、広
く
市
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、下
水
道
に
関
す
る
質
問
や
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
　

時
　

9
月
10
日（
土
）
　

10
時
〜
16
時

場
　

所
　

天
神
橋
商
店
街
事
務
所（
天
神
橋
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

■
公
共
下
水
道
、農
業
集
落
排
水
へ
接
続
の
お
願
い

　

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
は
、住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
進
め
、皆
さ
ん
の
生

活
環
境
を
清
潔
で
安
全
、
快
適
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
を
守
る
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
施
設
で
す
。

　

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
が
利
用
で
き
る
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
一
日
で
も

早
く
、
家
庭
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
に
流
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）都
市
整
備
課 

下
水
道
係
　

☎（
3
4
）6
1
2
9

■
合
併
浄
化
槽
設
置
者
へ
の
お
願
い

　

浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程
度
の
汚
水
処
理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す
が
、正
し
い

使
い
方
と
適
正
な
維
持
管
理
を
必
要
と
し
ま
す
。

☆
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。専
門
知
識
を

　

持
つ
資
格
の
あ
る
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
清
掃
は
年
1
回
以
上
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。市
町
村
長
の
許
可

　

を
受
け
た
業
者
に
頼
み
ま
し
ょ
う
。

☆
法
定
検
査
は
、浄
化
槽
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
大
変
重

　

要
な
検
査
で
す
。年
1
回
必
ず
指
定
検
査
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

　

れ
て
い
ま
す
。

　

【
指
定
検
査
機
関
】高
知
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎ 

0
8
8-
8
6
0-

2
4
0
0

墓地をつくるには保健所長の許可が必要です

　墓地は、自己所有地であっても、勝手につくってはいけません。新しく墓地をつくる場合には、保健所長の許可
が必要です。また、個人や石材店および不動産会社などが墓地を造成し、分譲することは禁止されています。
　新たに墓地の購入を検討する際は、その墓地が保健所長の許可を受けた墓地であるかどうかを、幡多福祉保健
所までお問い合わせください。　　　　　　　　  【問い合わせ先】　幡多福祉保健所 衛生環境課　☎（34）0085

下水道についてのお知らせ



市民のひろば

おしらせおしらせ

募　集募　集
　

西
土
佐
連
合
青
年
団
、そ
し
て
、先
日
活
動
を

再
開
し
た
中
村
連
合
青
年
団
な
ど
四
万
十
市
の

若
者
が
中
心
と
な
っ
て
、よ
さ
こ
い
チ
ー
ム「
高

知
県
青
年
〝
に
ぎ
わ
い
ボ
ニ
ー
ト
〞
」
を
結
成

し
ま
し
た
。 

　

10
月
8
日（
土
）、9
日（
日
）に
わ
た
り
、宮
城

県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
「
み
ち
の
く
Y
O-

S
A
K
O
I
祭
」に
参
加
し
ま
す
。

　

当
日
は
、お
祭
り
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、被
災
地

へ
の
訪
問
、
仙
台
高
知
県
人
会
の
み
な
さ
ん
と

の
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。 

　

県
内
各
地
の
青
年
と
の
楽
し
い
つ
な
が
り

と
、
南
海
地
震
に
備
え
た
学
び
に
つ
い
て
興
味

の
あ
る
方
は
、「
踊
り
子
」
も
し
く
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

警
察
犬
競
技
会

　

10
月
2
日
（
日
）
、
9
時
〜
16
時

ご
ろ
ま
で
、
赤
鉄
橋
両
サ
イ
ド
、

渡
川
緑
地
公
園
に
お
い
て
、
四
国

管
内
警
察
犬
約
一
〇
〇
頭
参
加

の
も
と
、
当
市
で
初
め
て
の
服
従

訓
練
、
追
及
訓
練
大
会
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

警
察
犬
は
行
方
不
明
等
の
捜

索
活
動
や
地
域
犯
罪
の
防
止
な

ど
ひ
た
む
き
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

問 

日
本
警
察
犬
協
会

　

高
知
県
支
部 

支
部
長 
西
原
功 

　
　
　
　

 

☎（
３
５
）５
１
８
８

こ
の
秋
、
み
ち
の
く
へ

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム「
高
知
県
青
年

〝
に
ぎ
わ
い
ボ
ニ
ー
ト
〞
」

踊
り
子
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

報　告報　告

　

夏
が
来
る
と
ど
こ
の
地
区
も
太
鼓
の
音

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

私
達
の
山
路
で
は
毎
年
、
蘇
我
兄
弟
を

祀
る
神
社
境
内
で
コ
ッ
キ
リ
コ
（
市
無
形

文
化
財
）の
奉
納
を
し
て
い
ま
す
が
、参
加

者
も
少
な
く
限
ら
れ
た
者
の
祭
り
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
女
性
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
〝
そ

う
め
ん
流
し
〞
を
や
っ
て
お
年
寄
り
や
子

供
達
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
老
若
男
女
が
参
加
し
、
楽
し

い
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。投

稿
者：

小
野
收
秋

山
路
コ
ッ
キ
リ
コ
の

夏
祭
り

約30メートルの上から“そうめん”を流し、喜ぶ子供達

【問い合わせ先】 
　　大崎[西土佐] ☎080-1990-6668
　　西尾[中村]　 ☎090-9779-1544
      E-mail：nigiwai40010@gmail.com

　四万十市議会では、市政の諸問題に柔軟かつ迅速に対処するため、議員と市民が自由に情報、意見

を交換する場として毎回会場を変えて「議会報告会」を開催しています。 報告会は特にテーマを設

けず、市政や市議会活動などへの提言や要望、意見など自由に発言をいただくこととしています。

　中村地域、西土佐地域の両区長会の後援により開催します。多くの市民の皆様の参加をお待ちし

ています。

【問い合わせ先】

(市)議会事務局　☎(34)5071

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

日　時 会　場

10月22日（土）

19時～

10月29日（土）

19時～

富山地区集会所（大用）
JA高知はた中村西部事業所（国見／旧東中筋農協)
南津地区保健福祉サテライト（口屋内）

JA高知はた中村北部出張所（岩田／旧後川農協)
市役所3階 303会議室
西土佐総合支所 2階 大会議室

※会場ごとの対象地域は定めていません。都合のよい会場へお越しください。
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く77

　

「
人
権
問
題
と
い
え
ば
黒
人
問
題
」

と
い
わ
れ
続
け
て
き
た
ア
メ
リ
カ
で

い
ま
、
お
お
き
な
変
化
が
お
き
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
の
「
黒
人
」
と
称
さ
れ
る

人
々
の
多
く
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
か

ら
奴
隷
と
し
て
運
ば
れ
、
家
畜
同
様

に
売
買
さ
れ
、客
車
や
食
堂
、便
所
に

い
た
る
ま
で
、
白
人
と
は
区
別
さ
れ

て
き
た
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
こ
と
は
、

世
界
中
の
人
々
が
周
知
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、現
在
の

ア
メ
リ
カ
の
若
者
た
ち
に
、
そ
の
差

別
が
あ
ま
り
通
用
し
な
い
時
代
に
な

っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

若
者
た
ち
は
大
学
で「
君
は
何
？
」

と
い
う
ゲ
ー
ム
を
す
る
そ
う
で
す
。

「
君
に
は
ど
の
く
ら
い
混
じ
っ
て
い

る
？
」と
聞
く
と「
私
に
は
確
か
に
二

つ
混
じ
っ
て
い
る
」と
こ
た
え
、

「
m
u
l
a
t
t
o
（
白
黒
混
血

児
）？
」と
他
の
学
生
が
質
問
す
る
。

　

か
つ
て
は
ム
ラ
ー
ト
と
い
う
こ
の

言
葉
く
ら
い
屈
辱
的
で
差
別
的
な
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
多
民
族
国
家
と
称
さ
れ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
に
、
白
も
黒
も
混
じ

り
っ
け
の
な
い
人
は
ほ
と
ん
ど
存
在

し
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
う
え
、あ
れ
ほ

ど
「
純
粋
」
を
い
い
続
け
て
き
た
「
白

人
」
の
世
界
が
大
き
く
様
変
わ
り
を

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

白
人
若
年
層
は
一
九
九
〇
年
代
以

来
、
出
産
可
能
な
女
性
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。代
わ
っ
て
、ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク（
ス

ペ
イ
ン
語
を
話
す
ラ
テ
ン
系
住
民
）

の
成
長
が
め
ざ
ま
し
く
、ア
ジ
ア
系
、

黒
人
系
の
人
口
が
二
〇
〇
九
年
ま

で
の
10
年
間
に
、
国
内
人
口
成
長
率

の
79
％
を
も
示
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

今
や
白
人
は「
も
は
や
少
数
派
で

あ
る
」と
統
計
学
者
は
指
摘
し
て
い

ま
す
。

　

白
人
系
の
老
化
に
伴
い
、異
種
の

若
者
た
ち
か
ら
、老
後
の
世
話
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。今
ま
で

の
よ
う
な
人
種
差
別
が
通
用
し
な

い
ど
こ
ろ
か
、若
者
た
ち
の
間
に
は
、

混
血
を
誇
り
に
思
う
風
潮
が
増
大

し
て
い
る
の
で
す
。若
者
た
ち
は
胸

を
張
っ
て「
混
血
を
名
乗
る
こ
と
こ

そ
人
間
だ
」と
の
主
張
が
世
界
を
変

え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
誰
か
が
『
君
は
黒
人
』
と
呼
べ
ば
、

『
そ
う
よ
』と
い
う
し
、『
白
人
？
』と

呼
ば
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。人
々
に

は
権
利
が
あ
っ
て
な
ん
で
も
い
い

わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
。
で
も
、
社
会

が
決
め
る
こ
と
で
は
な
い
わ
。」

　

ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
学
生
の
言

葉
で
す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
　

衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

立
田
 

心
愛

福
本
 

彩
人

岩
河
 

杏
果

宮
川
 

昊
季

森
岡
 

陽
貴

田
中
 

結
茉

走
川
 

夏
陽

濱
田
 

祐

谷
口
 

凛

宮
 

快
成

岩
井
 

温
想

中
島
 

悠
希

山
 

小
恋

神
野
 

愛
絆

東
 

叶
空

久
保
 

奏
太

森
田
 

銀
士

入
江
 

康
平

武
田
 

喜
仁

吉
村
 

天
汰

こ
こ
　

あ

あ
や
　

と

き
ょ
う
か

こ
う
　

き

は
る
　

き

 

ゆ
　

 

ま

な
つ  

ひ

た
す
く

り
ん

か
い
せ
い

 

ほ    

と

ゆ
う  

き

こ
こ  

る

あ
い  

は

 

と    

あ

か
な  

た

ぎ
ん   

じ

こ
う
へ
い

の
ぶ  

と

て
ん  

た

勝
也

貴
章

義
弘

未
来
子

幸
二

昭
洋

洋晋雄
司

浩
臣

勝春
喜

諒太
志

一
人

直
之

士
郎

脩
平

勉正
雄

（
平
成
23
・
７
・
６
〜
８
・
５
届
分
）

（
平
成
23
・
７
・
６
〜
８
・
５
届
分
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
大
橋
通

中
村
弥
生
町

中
村
小
姓
町

中
村
東
町

右

山

元

町

右

山

元

町

古

津

賀

安

並

古

津

賀

入

田

入

田

具

同

具

同

具

同

具

同

横

瀬

間

崎

名

鹿

下

田

伊

才

原

岩

田

竹

屋

敷

西
土
佐
藤
ノ
川

西
土
佐
用
井

西
土
佐
用
井

　

76  85  90  91  84 92 80  966697788374819177947186

838480799085

右
山
元
町

右
山
元
町

右
山
五
月
町

古

津

賀

古

津

賀

古

津

賀

具

同

具

同

具

同

具

同

具

同

具

同

具

同

具

同

具

同

渡

川

渡

川

下

田

敷

地

岩

田

高
本
 

春
男

宮
﨑
 

善
晴

筒
井
 

澄
子

平
石
 

勇
三

宮
﨑
 

髙
富

遠
近
 

義

鍋
島
 

花
子

福
田
 

晴
子

東
 

光
子

山
本
 

民
子

松
田
 

時
寛

伊
与
田
　

純
子

中
澤
　
 

富
夫

東
 

　

子

浅
能
 

麻
惠

中
脇
 

加
與
子

植
木
 

ハ
ル
ヨ

大
谷
 

千
一

田
渕
 

福
榮

尾
﨑
 

守
長

梶
原
 

健
一

中
川
 

正
信

武
内
 

藤
榮

麻
田
 

花
子

門
田
　
 

久
子

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享 

年

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ム

ラ

ー

ト

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

里

■
稲
垣
徹
様
か
ら
８
月
８
日
、四

万
十
川
清
流
保
全
基
金
に
５
，０

０
０
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。四
万
十
川
の
清
流
保
全

の
た
め
、有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

だ
き
ま
す
。
　

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲石井建設
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
㈱四電工中村営業所
溝渕設備

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

土
日
土
日
月
金
土
日
土
日
土
日
月
土
日

10
11
17
18
19
23
24
25
1
2
8
9
10
15
16

9

10

月

月

森下病院
市民病院
佐々木整形外科
こいけクリニック
幡多病院
市民病院
さたけ小児科
大野内科
市民病院

）
）
）
）
）
）
）
）
）

日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（
日（

日
日
月
金
日
日
日
月
日

月

月

9

10

11
18
19
23
25
2
9
10
16

☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 5 ）5 1 1 2
☎（ 3 4 ）6 2 1 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 7 ）5 2 8 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6

☎(３４)３６２１
☎(３４)２３２４
☎(３５)５９９６
☎(３３)０６６０
☎(３５)３４５８
☎(３７)３３８３
☎(３６)２５５４
☎(３７)５１５１
☎(３５)４８７９
☎(３３)０４０４
☎(３３)０６５３
☎(３４)６０３１
☎(３５)２３１６
☎(３４)１３３１
☎(３４)３７３４

人（
人（
人（
戸（

+  1
+ 7
－ 6
+  13

）
）
）
）

36,080
17,043
19,037
16,278

56人
45人
22人
32人

7

9
平成23年

★ 

幸
徳
秋
水
展
　

－

伝
次
郎
か
ら
秋
水
へ－

 

★

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

９ （588冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

ＷＡＮＴＥＤ!!かい人21面相

がん患者

完盗オンサイト

原発はいらない

困ってる人

死を語り生を思う

東京観光

ニキの屈辱

赤染　晶子

鳥越　俊太郎

玖村　まゆみ

小出　裕章

大野　更紗

五木　寛之

中島　京子

山崎　ナオコーラ

おさるのかわ

帰命寺横丁の夏

ぞうさんのおとしあな

パンプキン!

ひまわりさん

ぼうし

まんまるいけのおつきみ

わたし、まだねむたくないの!

いとう　ひろし

柏葉　幸子

高畠　純

令丈　ヒロ子

いもと　ようこ

井上　洋介

かとう　まふみ

ロージー・りーヴ

　

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、今
年
で
刑
死
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
幸
徳
秋
水
の
足
跡
を
見
つ
め
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、「
大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト
」を
秋
水
展
の

期
間
中
に
開
催
し
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9
月
5
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

26
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

12
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

30
日（
金
）館
内
整
理
日

　
　

19
日（
月
）定
　

休
　

日
　

10
月
3
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

23
日（
金
）秋

分

の

日
　
　
　

10
日（
月
）定
　

休
　

日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
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強
豪
校
の
強
さ
の
秘
訣
は
「
充
実
し

た
練
習
設
備
」「
並
外
れ
た
練
習
量
」
な

ど
が
定
番
で
あ
る
。

　

常
に
四
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
維

持
す
る
東
中
筋
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

に
強
さ
の
秘
訣
を
う
か
が
う
と
「
地
域

の
力
」
で
あ
る
と
い
う
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

方
々
や
地
域
の
人
た
ち
の
支
え
が

あ
っ
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
し
っ
か
り
練

習
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
月
号
の
表
紙
の
写
真
。「
下

手
な
鉄
砲
も
数
打
ち
ゃ
当
た
る
」
方
式

の
私
の
カ
メ
ラ
に
は
い
い
の
が
見
当

た
ら
ず
、
朝
日
新
聞
社
四
万
十
支
局
の

菊
池
さ
ん
か
ら
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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今月の統計調査9月
調　査　名 調　査　該　当　地　区

右山元町2丁目・3丁目、
右山駅前町、不破、緑ケ丘団地

家計調査

家計消費状況調査
不明
※国主管の調査のため
　該当地区の詳細は不明です

労働力調査 具同田黒３丁目

社会生活基本調査
（準備調査）

中村丸ノ内、蕨岡甲下分、
右山元町1丁目、後川岩田、
下田松ノ山、下田上

個人企業経済調査 中村東町、中村於東町、中村新町、
中村一条通、中村大橋通

（県）総務部 統計課　　088（823）9344
(34)1711
(52)1111

広報

広報

「広報四万十」10月号は10月5日(水)発送予定です「広報四万十」10月号は10月5日(水)発送予定です「広報四万十」10月号は10月5日(水)発送予定です

平
成
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9
月
号

32


